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(57)【要約】
　EL表示パネル１０は、EL基板１１とCF１２とを対向配
置させ、EL基板１１とCF１２との間に樹脂１２１を充填
してなる。CF１２において、隣接する第１画素と第２画
素との間に対応する隔壁１１２は共通しており、共通し
ている隔壁の幅は、各画素に対応する第１領域、第２領
域、及び第３領域間の各々のCF１２の隔壁の幅より広く
なっている。第１画素に対応する前記第１領域、前記第
２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成
されたCF層１１３の、前記第２画素側の隔壁の上面に形
成された部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前
記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及
び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形
成されたCF層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成さ
れた部分に重畳している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたEL基板と、
　前記EL基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、
　前記カラーフィルターのベースの前記EL基板側に形成され、前記第１発光部に対応する
第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発光部に対応する第３領域
の各々を区画するカラーフィルターの隔壁と、
　前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
、所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層と、
　前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、
　前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記EL基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、
　隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は共通して
おり、
　共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記
第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィ
ルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳している
　EL表示パネル。
【請求項２】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された部分は、前記第１画素側に延設されている
　請求項１記載のEL表示パネル。
【請求項３】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁の上面
の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
部分は、
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された部分に重畳している
　請求項２に記載のEL表示パネル。
【請求項４】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側の隔
壁の上面に形成された部分が、前記第３画素側に延設されることにより、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の隔壁の上面に形成され
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た部分より長くなっている
　請求項１～３のいずれか１項に記載のEL表示パネル。
【請求項５】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたEL基板と、
　前記EL基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、
　前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に形成され、所望の赤色
光を透過する第１カラーフィルター層と、
　前記第２発光部に対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間
隔で離間した第２領域に形成され、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、
　前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所
定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に形成され、所望の
青色光を透過する第３カラーフィルター層と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記EL基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、
　第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる
領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され
、かつ、前記端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部
が、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記
第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重
畳している
　EL表示パネル。
【請求項６】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素側に延設されて
いる
　請求項５に記載のEL表示パネル。
【請求項７】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する領域の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記第２画素に
対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する
領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　請求項６に記載のEL表示パネル。
【請求項８】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側に延
設されている
　請求項５～７のいずれか１項に記載のEL表示パネル。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項８のいずれか１項に記載のEL表示パネルを備えた、
　EL表示装置。
【請求項１０】
　前記第１発光部、前記第２発光部、及び前記第３発光部の各々は、有機発光部である、
　請求項１ないし請求項８のいずれか１項に記載のEL表示パネル。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のEL表示パネルを備えた、
　有機EL表示装置。
【請求項１２】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
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３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたEL基板を準備する第１工程と、
　カラーフィルターのベースを準備する第２工程と、
　前記ベース上であって、前記ベースの前記EL基板と対向させる側に、前記第１発光部に
対応する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発光部に対応する
第３領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁を形成する第３工程と、
　前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第４工程と、
　前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第５工程と、
　前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
青色光を透過する第３カラーフィルター層を形成する第６工程と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記EL基板との間に樹脂材料を充填する第７工程とを具備し、
　隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は共通して
おり、
　共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
部分が、
　前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳している
　EL表示パネルの製造方法。
【請求項１３】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された部分は、前記第１画素側に延設されている
　請求項１２記載のEL表示パネルの製造方法。
【請求項１４】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁の上面
の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
部分は、
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された部分に重畳している
　請求項１３に記載のEL表示パネルの製造方法。
【請求項１５】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側の隔
壁の上面に形成された部分が、前記第３画素側に延設されることにより、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の隔壁の上面に形成され
た部分より長くなっている
　請求項１２～１４のいずれか１項に記載のEL表示パネルの製造方法。
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【請求項１６】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたEL基板を準備する第１工程と、
　カラーフィルターのベースを準備する第２工程と、
　前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に、所望の赤色光を透過
する第１カラーフィルター層を形成する第３工程と、
　前記第２発光部に対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間
隔で離間した第２領域に、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第
４工程と、
　前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所
定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に、所望の青色光を
透過する第３カラーフィルター層を形成する第５工程と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記EL基板と、の間に樹脂材料を充填する第６工程とを具備し、
　第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる
領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され
、かつ、前記端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部
が、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記
第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重
畳している
　EL表示パネルの製造方法。
【請求項１７】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素側に延設されて
いる
　請求項１６に記載のEL表示パネルの製造方法。
【請求項１８】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する領域の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記第２画素に
対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する
領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　請求項１７に記載のEL表示パネルの製造方法。
【請求項１９】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側に延
設されている
　請求項１６～１８のいずれか１項に記載のEL表示パネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、EL表示パネル、EL表示パネルを備えたEL表示装置、有機EL表示装置、および
EL表示パネルの製造方法に関し、特に、EL表示パネルにおけるカラーフィルターの構造に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示パネルとして液晶表示パネルが知られている（例えば、特許文献１参照）。
同パネルは、一方の面にそれぞれ所定の構成要素が形成された２枚のガラス基板を対向配
置し両基板間に液晶を充填してなる。一方のガラス基板の主面（他方のガラス基板と対向
する対向面）上には、所定の構成要素として、ブラックマトリクス（以下、「BM」という
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）及びR,G,Bに対応する各カラーフィルター（以下、（CF）という）層が形成されている
（以下、ガラス基板上にBM及び各CF層が形成されたものを「カラーフィルター（CF）」と
いう）。ガラス基板上に形成されたBM及び各CF層の配置関係の一例について説明すると、
R,G,Bに対応する各CF層が行列状に形成され、隣接するCF層の間にBMが形成されている。
各CF層は、当該CF層を規定しているBMの形状に沿って形成されており、当該BMの端部上面
に一部が乗り上げた状態となっている。
【０００３】
　ところで近年、次世代の表示パネルとして、EL表示パネルの研究・開発が進んでいる。
同パネルは、一方の面にR,G,Bに対応する各発光部の組みを一単位とする画素が行列状に
複数配列されたEL基板に対し、CFを対向配置させ、EL基板とCFとの間に封止用の樹脂を充
填してなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１１２００１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のように、液晶表示パネルには液晶が充填されるのに対し、EL表示パネルでは液晶
ではなく樹脂が充填されるが、発明者は、EL表示パネルにおいて樹脂が充填されていない
未充填部分が存在することを確認した。この未充填部分が、発光部における発光層に相当
する領域に存在する場合に特に問題となる。この未充填部分に酸素や水分が溜まると、溜
まった酸素や水分が発光部における発光層と反応し、当該発光層を劣化させてしまうから
である。その結果、発光層から出力される光の輝度が低減したり、発光層の寿命が短縮し
たりする。さらに、樹脂の充填部分と未充填部分とで屈折率が異なるために光の反射が起
こり、光取り出し効率も低下する可能性がある。
【０００６】
　発明者は、理論上必要とされる量の２、３倍に樹脂の量を増やして実験したが、改善は
見られなかった。
【０００７】
　さらに樹脂の量を増やすことも考えられるが、これ以上の樹脂量の増加は、EL基板とCF
との間隔を均一に保つことを困難にし、適切ではない。
【０００８】
　本発明は、樹脂量を増やすことなく、発光層に相当する領域において樹脂が充填されて
いない未充填部分を低減したEL表示パネルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様に係るEL表示パネルは、赤色光を出力する
第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位と
する画素が行列状に複数配列されたEL基板と、前記EL基板の光の出力側に設けられたカラ
ーフィルターのベースと、前記カラーフィルターのベースの前記EL基板側に形成され、前
記第１発光部に対応する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発
光部に対応する第３領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁と、前記第１領域を区
画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画され
た第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の赤色光を透
過する第１カラーフィルター層と、前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両
側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面
、に沿った形状に窪んで形成され、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、
前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁
によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、
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所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、前記第１カラーフィルター層、前記
第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記EL基板との間に充填
された樹脂層と、を具備し、隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフ
ィルターの隔壁は共通しており、共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領
域、前記第２領域、及び前記第３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広
く、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部
となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成され
た部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前
記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフ
ィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳している構成とした
。
【発明の効果】
【００１０】
　発明者は、未充填部分が存在する原因としてCFの形状に着目した。CFにおいて、各CF層
は、当該CF層を規定している隔壁の端部上面に一部が乗り上げた状態で形成されているた
め、隔壁とCF層とで段差が生じ、CFの形状は凹凸形状になっている。より詳細には、CF層
上面に比べ、隔壁上面が低くなっており、そのためにCF全体として見た場合に、CF層が凸
部になり、隔壁上面に形成された、隣接するCF層の部分同士の隙間部分が凹部となってい
る。
【００１１】
　また、EL表示パネルでは、陰極での電圧降下による輝度のばらつきを軽減するために、
EL基板側に、陰極に対して電圧供給を図る補助電極が画素毎に配置されている。そのため
、CFにおいて、補助電極が形成されている画素間に対応する領域（以下、「画素間領域」
という）では、サブピクセル間に対応する領域（以下、「サブピクセル間領域」という）
に比べて、隔壁が幅広に形成されている。その結果、CFにおいて、画素間領域に形成され
た隔壁における凹部は、サブピクセル間領域に形成された隔壁における凹部に比べ、幅広
になる。
【００１２】
　発明者は、EL表示パネルにおける未充填部分が、CFの凹凸形状に起因していることを突
き止めた。より詳細には、CFに樹脂を滴下した場合に、画素間領域に形成された隔壁にお
ける幅広の凹部に樹脂が真っ先に拡がり、そのためにCF層上に樹脂が拡がりづらくなって
いることを確認した。結果として、EL基板とCFとを貼り合わせた際には、発光層に相当す
る領域に樹脂が充填されていない未充填部分が存在していた。
【００１３】
　本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記
第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたCF層の、前記第２画素側
の隔壁の上面に形成された部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対
応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領
域に形成されたCF層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳している。
【００１４】
　このため、本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、第１画素と第２画素との間に対応
する前記CFの隔壁（以下、「画素間隔壁」という）の幅が、各画素に対応する前記第１領
域、前記第２領域、及び前記第３領域間の各々の前記CFの隔壁（以下、「サブピクセル間
隔壁」という）の幅より広くなっているものの、画素間隔壁上には、樹脂が拡がる際の通
路となり得る凹部は存在しない。
【００１５】
　画素間隔壁上には、CF層が重畳されているため、CF全体としてみた場合には、逆に、凸
部が形成されることになる。そして、この凸部に対して、画素に対応する領域に形成され
たR,G,Bに対応する各CF層全体として凹部が形成されている。
【００１６】



(8) JP WO2011/158288 A1 2011.12.22

10

20

30

40

50

　つまり、R,G,Bに対応する各CF層全体で、樹脂が拡がる際の通路となる凹部を形成して
いるので、CFに樹脂を滴下した場合に、画素間隔壁上面の凸部に樹脂が拡がりづらくなる
一方で、凹部となる各CF層上には樹脂が拡がり易くなる。
【００１７】
　CFに樹脂を滴下した際に各CF層上に樹脂が拡がりやすくなるので、CFとEL基板とを貼り
合わせた際の、すなわち、EL表示パネルにおける、発光層に相当する領域での樹脂の未充
填部分を低減することができる。
【００１８】
　また、本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、別途特別な材料を用いて画素間隔壁上
に凸部を形成するのではなく、CF層という既存材料を延設させることにより画素間隔壁上
に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施の形態１の表示装置１の全体構成を模式的に示すブロック図である。
【図２】実施の形態１の有機EL表示パネル１０の要部を模式的に示す部分断面図である。
【図３】（ａ）実施の形態１のBMの構成を模式的に示す図である。（ｂ）実施の形態１の
BMとCF層との配置関係を模式的に示す図である。
【図４】（ａ）実施の形態１のCFの構成を示す部分断面図（図３のＡ－Ａ’断面）である
。（ｂ）実施の形態１のCFの構成を示す部分断面図（図３のＢ－Ｂ’断面）である。
【図５】実施の形態１のCFの製造工程の一例を示す図である。
【図６】（ａ）比較用のBMとCF層との配置関係を模式的に示す図である。（ｂ）比較用の
CFの構成を示す部分断面図（図６（ａ）のＣ－Ｃ’断面）である。（ｃ）比較用のCFの構
成を示す部分断面図（図６（ａ）のＤ－Ｄ’断面）である。
【図７】（ａ）比較用のCFに樹脂を滴下した状態を示す模式図及び比較用のCFでの樹脂の
拡がり具合を示す模式図である。（ｂ）樹脂が滴下された状態における、比較用のCFの構
成を示す模式図（図７（ａ）のＥ－Ｅ’断面）である。
【図８】比較用のCFを用いた有機EL表示パネル１０００の構成を模式的に示す部分断面端
面図である。
【図９】（ａ）実施の形態１のCFに樹脂を滴下した状態を示す模式図及び実施の形態１の
CFでの樹脂の拡がり具合を示す模式図である。（ｂ）樹脂が滴下された状態における、実
施の形態１のCFの構成を示す模式図（図９（ａ）のＦ－Ｆ’断面）である。
【図１０】（ａ）実施の形態１のCFでの樹脂の拡がり具合を示す模式図である（図９（ａ
）の領域Ａ）。（ｂ）樹脂が滴下された状態における、実施の形態１のCFの構成を示す模
式図（図９（ａ）のＧ－Ｇ’断面）である。
【図１１】変形例１－１におけるBMとCF層との配置関係を模式的に示す図である。
【図１２】実施の形態２の有機EL表示パネル１０の構成を示す部分断面図である。
【図１３】（ａ）実施の形態２のBMとCF層との配置関係を模式的に示す図である。（ｂ）
実施の形態２のCFの構成を示す部分断面図（図１３（ａ）のＨ－Ｈ’断面）である。（ｃ
）は、実施の形態２のCFの構成を示す部分断面図（図１３（ａ）のＩ－Ｉ’断面）である
。
【図１４】表示装置１の外観を示す外観斜視図である。
【図１５】比較用のCFに樹脂を滴下した際の樹脂の拡がり具合を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　　［実施の態様］
　本発明の一態様であるEL表示パネルは、赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力す
る第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列
されたEL基板と、前記EL基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、前
記カラーフィルターのベースの前記EL基板側に形成され、前記第１発光部に対応する第１
領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発光部に対応する第３領域の各
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々を区画するカラーフィルターの隔壁と、前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から
前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第１領域に対応するベース
の表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター
層と、前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側
の隔壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成
され、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、前記第３領域を区画する両側
の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第３領域
に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の青色光を透過する第３
カラーフィルター層と、前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及
び前記第３カラーフィルター層と、前記EL基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、
隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は共通してお
り、共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、前記第１画素に対応する
前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラ
ーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された部分が、前記第２画素側に
延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領
域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素
側の隔壁の上面に形成された部分に重畳している構成とした。
【００２１】
　本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記
第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたCF層の、前記第２画素側
の隔壁の上面に形成された部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対
応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領
域に形成されたCF層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳している。
【００２２】
　このため、本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、第１画素と第２画素との間に対応
する前記CFの隔壁の幅が、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３
領域間の各々の前記CFの隔壁の幅より広くなっているものの、画素間隔壁上には、樹脂が
拡がる際の通路となり得る凹部は存在しない。
【００２３】
　画素間隔壁上には、CF層が重畳されているため、CF全体としてみた場合には、逆に、凸
部が形成されることになる。そして、この凸部に対して、画素に対応する領域に形成され
たR,G,Bに対応する各CF層全体として凹部が形成されている。
【００２４】
　つまり、R,G,Bに対応する各CF層全体で、樹脂が拡がる際の通路となる凹部を形成して
いるので、CFに樹脂を滴下した場合に、画素間隔壁上面の凸部に樹脂が拡がりづらくなる
一方で、凹部となる各CF層上には樹脂が拡がり易くなる。
【００２５】
　CFに樹脂を滴下した際に各CF層上に樹脂が拡がりやすくなるので、CFとEL基板とを貼り
合わせた際の、すなわち、EL表示パネルにおける、発光層に相当する領域での樹脂の未充
填部分を低減することができる。
【００２６】
　また、本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、別途特別な材料を用いて画素間隔壁上
に凸部を形成するのではなく、CF層という既存材料を延設させることにより画素間隔壁上
に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減することができる。
【００２７】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分は、前記第１画素側に延設されてい
るとしてもよい。
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【００２８】
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
前記カラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィル
ター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された部分は、前記第２画素に対応する前
記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成
されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳して
いるとしてもよい。
【００２９】
　本態様のEL表示パネルでは、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カ
ラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、隣接するCF層の端部同士が重畳している
。
【００３０】
　このため、隣接する第１画素と第２画素に対応する各領域に樹脂が均等に拡がり易くな
るので、各領域で樹脂の充填度合いに差が生じ難くなる。また、各領域に樹脂が均等に拡
がり易くなることで、何れの領域においても樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００３１】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側の隔壁の上面に形成された部分が、前記第３画素側に延設
されることにより、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３
領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の隔壁
の上面に形成された部分より長くなっているとしてもよい。
【００３２】
　本態様のEL表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及
び前記第３領域の各領域に形成されたCF層の、前記第３画素側の隔壁の上面に形成された
部分が、前記第３画素側に延設される。これにより、前記第１画素に対応する前記第１領
域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形成されたCF層の、前記第３画素側の隔
壁の上面に形成された部分と、前記第３画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及
び前記第３領域の各領域に形成されたCF層の、第１画素側の隔壁の上面に形成された部分
との間隔を狭めることができる。
【００３３】
　このことは、樹脂が拡がる際の通路となる凹部の幅を狭めることを意味するので、CFに
樹脂を滴下した場合に、第１画素と第３画素との間に対応する画素間隔壁上に樹脂が拡が
りづらくなる一方で、各CF層上には樹脂が拡がりやすくなる。
【００３４】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁上にお
いて、隣接するCF層の端部同士が重畳しているだけでなく、前記第１画素に対応する前記
第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形成されたCF層を第３画素側に延
設させるので、EL表示パネルにおいて樹脂の未充填部分をより一層低減することができる
。
【００３５】
　ここで、本発明の別の態様として、赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第
２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列され
たEL基板と、前記EL基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、前記第
１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に形成され、所望の赤色光を透過
する第１カラーフィルター層と、前記第２発光部に対応するベースの表面であって、第１
カラーフィルター層と所定の間隔で離間した第２領域に形成され、所望の緑色光を透過す
る第２カラーフィルター層と、前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カ
ラーフィルター層と、前記所定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した
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第３領域に形成され、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、前記第１カラ
ーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前
記EL基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、第１画素に対応する前記第１領域、前
記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層は
、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され、かつ、前記端部となる領域に形成され
たカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部が、前記第２画素に対応する前記第１領
域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカ
ラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している構成とした。
【００３６】
　本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記
第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたCF層が、前記第２画素側
に延設され、かつ、前記端部となる領域に形成されたCF層の端部が、前記第２画素に対応
する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域
に形成されたCF層の、前記第１画素側の端部に重畳している。
【００３７】
　このため、本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、第１画素と第２画素との間に対応
する領域（以下、「画素間領域」という）に、樹脂が拡がる際の通路となり得る凹部は存
在せず、逆に、当該画素間領域には、CF全体としてみた場合に凸部が形成されることにな
る。
【００３８】
　そして、この凸部に対して、画素に対応する領域に形成されたR,G,Bに対応する各CF層
全体として凹部が形成されている。
【００３９】
　つまり、R,G,Bに対応する各CF層全体で、樹脂が拡がる際の通路となる凹部を形成して
いるので、CFに樹脂を滴下した場合に、画素間領域における凸部に樹脂が拡がりづらくな
る一方で、凹部となる各CF層上には樹脂が拡がり易くなる。
【００４０】
　CFに樹脂を滴下した際に各CF層上に樹脂が拡がりやすくなるので、CFとEL基板とを貼り
合わせた際の、すなわち、EL表示パネルにおける、発光層に相当する領域での樹脂の未充
填部分を低減することができる。
【００４１】
　また、本発明の一態様に係るEL表示パネルでは、別途特別な材料を用いて画素間領域に
凸部を形成するのではなく、CF層という既存材料を延設させることにより画素間領域に凸
部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減することができる。
【００４２】
　このように、本態様によれば、隔壁を有さないCFを用いたEL表示パネルであっても、EL
表示パネルにおける、発光層に相当する領域での樹脂の未充填部分を低減することができ
る。
【００４３】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層は、前記第１画素側に延設されているとしてもよい。
【００４４】
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
領域の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端
部は、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前
記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に
重畳しているとしてもよい。
【００４５】
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　本態様のEL表示パネルでは、画素間領域の中央部において、隣接するCF層の端部同士が
重畳している。
【００４６】
　このため、隣接する第１画素と第２画素に対応する各領域に樹脂が均等に拡がり易くな
るので、各領域で樹脂の充填度合いに差が生じ難くなる。また、各領域に樹脂が均等に拡
がり易くなることで、何れの領域においても樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００４７】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側に延設されているとしてもよい。
【００４８】
　本態様のEL表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及
び前記第３領域の各領域に形成されたCF層は、前記第３画素側に延設されている。これに
より、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域
に形成されたCF層と、前記第３画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域の各領域に形成されたCF層との間隔を狭めることができる。
【００４９】
　このことは、樹脂が拡がる際の通路となる凹部の幅を狭めることを意味するので、CFに
樹脂を滴下した場合に、第１画素と第３画素との間に対応する画素間領域に樹脂が拡がり
づらくなる一方で、各CF層上には樹脂が拡がりやすくなる。
【００５０】
　前記隣接する第１画素と第２画素との画素間領域において、隣接するCF層の端部同士が
重畳しているだけでなく、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前
記第３領域の各領域に形成されたCF層を第３画素側に延設させるので、EL表示パネルにお
いて樹脂の未充填部分をより一層低減することができる。
【００５１】
　ここで、本発明の別の態様として、上記本発明の一態様に係るEL表示パネルを備えたEL
表示装置としてもよい。
【００５２】
　本態様のEL表示装置では、上記同様の理由により、EL表示パネルにおいて発光層に相当
する領域での樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００５３】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１発光部、前記第２発光部、及び前記第３発
光部の各々は、有機発光部であるとしてもよい。
【００５４】
　本態様によれば、前記第１発光部、前記第２発光部、及び前記第３発光部の各々は有機
発光部であるため、有機EL表示パネルを実現することができる。
【００５５】
　ここで、本発明の別の態様として、有機EL表示パネルを備えた有機EL表示装置としても
よい。
【００５６】
　本態様の有機EL表示装置では、上記同様の理由により、EL表示パネルにおいて発光層に
相当する領域での樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００５７】
　ここで、本発明の一態様であるEL表示パネルの製造方法は、赤色光を出力する第１発光
部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画素
が行列状に複数配列されたEL基板を準備する第１工程と、カラーフィルターのベースを準
備する第２工程と、前記ベース上であって、前記ベースの前記EL基板と対向させる側に、
前記第１発光部に対応する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３
発光部に対応する第３領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁を形成する第３工程
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と、前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の
隔壁によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望
の赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第４工程と、前記第２領域を区画
する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された
第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の緑色光を透過する第２
カラーフィルター層を形成する第５工程と、前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面か
ら前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第３領域に対応するベー
スの表面、に沿った形状に窪んで、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層を形
成する第６工程と、前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前
記第３カラーフィルター層と、前記EL基板との間に樹脂材料を充填する第７工程とを具備
し、隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は共通し
ており、共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び
前記第３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、前記第１画素に対応
する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成された
カラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された部分が、前記第２画素
側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１
画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳しているとした。
【００５８】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分は、前記第１画素側に延設されてい
るとしてもよい。
【００５９】
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
前記カラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィル
ター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された部分は、前記第２画素に対応する前
記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成
されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳して
いるとしてもよい。
【００６０】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側の隔壁の上面に形成された部分が、前記第３画素側に延設
されることにより、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３
領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の隔壁
の上面に形成された部分より長くなっているとしてもよい。
【００６１】
　ここで、本発明の一態様であるEL表示パネルの製造方法は、赤色光を出力する第１発光
部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画素
が行列状に複数配列されたEL基板を準備する第１工程と、カラーフィルターのベースを準
備する第２工程と、前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に、所
望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第３工程と、前記第２発光部に
対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間隔で離間した第２領
域に、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第４工程と、前記第３
発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所定の間隔と
同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に、所望の青色光を透過する第
３カラーフィルター層を形成する第５工程と、前記第１カラーフィルター層、前記第２カ
ラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記EL基板と、の間に樹脂材料
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を充填する第６工程とを具備し、第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び
前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素に
隣接する第２画素側に延設され、かつ、前記端部となる領域に形成されたカラーフィルタ
ー層の、前記第２画素側の端部が、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域
、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層
の、前記第１画素側の端部に重畳しているとした。
【００６２】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層は、前記第１画素側に延設されているとしてもよい。
【００６３】
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
領域の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端
部は、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前
記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に
重畳しているとしてもよい。
【００６４】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側に延設されているとしてもよい。
【００６５】
　　［実施の形態１］
＜表示装置１の全体構成＞
　本実施の形態に係る表示装置１の全体構成について、図１を用い説明する。図１は、表
示装置１の全体構成を模式的に示すブロック図である。
【００６６】
　図１に示すように、表示装置１は、有機EL表示パネル１０と、これに接続された駆動制
御部２０とを有し構成されている。有機EL表示パネル１０は、有機材料の電界発光現象を
利用したトップエミッション型の有機EL表示パネルである。
【００６７】
　また、駆動制御部２０は、４つの駆動回路２１～２４と制御回路２５とから構成されて
いる。
【００６８】
　なお、実際の表示装置１では、有機EL表示パネル１０に対する駆動制御部２０の配置に
ついては、これに限られない。
＜有機EL表示パネル１０の構成＞
　（有機EL表示パネル１０の概略構成）
　有機EL表示パネル１０の構成について詳細に説明する。図２は、実施の形態１の有機EL
表示パネル１０の要部を模式的に示す部分断面図である。図２に示すように、実施の形態
１の有機EL表示パネル１０では、TFT基板１０１上に層間絶縁膜１０２が形成されており
、この層間絶縁膜１０２上に、陽極１０３ａがサブピクセル単位で行列状にパターニング
して形成されている。
【００６９】
　また、Ｘ軸方向に隣り合う３つのサブピクセルの組み合わせにより１画素（ピクセル）
が構成され、層間絶縁膜１０２上には、補助電極１０３ｂが画素毎に対応してライン状に
形成されている。
【００７０】
　陽極１０３ａ間、及び陽極１０３ａと補助電極１０３ｂとの間にはバンク１０４が形成
されており、バンク１０４で規定された領域内において陽極１０３ａ上には、所定の色の
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有機発光層１０５が積層されている。さらに、有機発光層１０５上には、陰極１０６及び
封止層１０７が、それぞれバンク１０４で規定された領域を超えて隣接する有機発光層１
０５及び補助電極１０３ｂのものと連続するように形成されている。
【００７１】
　以上、説明した各構成要素（１０１～１０７）をまとめてEL基板１１という。
【００７２】
　また、カラーフィルター（以下、「CF」という）の基板本体１１１の一方の面（EL基板
１１に対向する対向面）にブラックマトリクス（以下、「BM」という）１１２及びR,G,B
に対応した各CF層１１３が配設されている。
【００７３】
　以上、説明した各構成要素（１１１～１１３）をまとめてCF１２という。
【００７４】
　補助電極１０３ｂ、バンク１０４、及び有機発光層１０５（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）とBM
１１２及びCF１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）との配置関係について説明すると、図２に示
すように、補助電極１０３ｂ及びバンク１０４に対応する領域にはBM１１２が形成されて
いる。また、有機発光層１０５（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）に対応する各領域には、対応する
色のCF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）が形成されている。
【００７５】
　また、画素間には補助電極１０３ｂが形成されているため、画素間に対応するBM（以下
、「画素間BM」という）１１２は、サブピクセル間に対応するBM（以下、「サブピクセル
間BM」という）１１２より幅広になっている。
【００７６】
　EL基板１１とCF１２との間には、樹脂封止層１２１が充填されている。
【００７７】
　（CF１２の構成）
　　─BM１１２の配置位置─
　続いて、CF１２の構成について詳細に説明する。図３（ａ）は、BM１１２の配置位置を
模式的に示す図である。図３（ａ）において、白抜き領域は、BM１１２が形成されていな
い領域を示している。Ｘ軸方向に隣り合う３つの白抜き領域（第１領域１１４、第２領域
１１５、第３領域１１６）を一単位とし、図３（ａ）に示すように、これが行列状に複数
形成されている。BM１１２は、行列状に形成された、第１領域１１４、第２領域１１５、
及び第３領域１１６の各々を区画するように形成されている。
【００７８】
　Ｘ軸方向において、幅広のBM１１２が画素間BMである。補助電極１０３ｂに対応して、
画素単位で幅広のBM１１２が形成されている。
【００７９】
　また、EL基板１１における陽極１０３ａの端部にはコンタクトホールが形成され、陽極
１０３ａのコンタクトホール周辺の領域は、発光が規制される。そのため、CF１２におい
て当該コンタクトホール周辺の領域に対応する領域もBM１１２が形成される。その結果、
Ｙ軸方向のBM１１２は、サブピクセル間BM１１２に比べて、幅広になっている。
【００８０】
　　─BM１１２とCF層１１３との配置関係─
　図３（ｂ）は、実施の形態１のCFにおけるBM１１２とCF層１１３との配置関係を模式的
に示す図である。図３（ｂ）に示すように、Ｘ軸方向に隣り合う３つのCF層１１３（Ｒ）
、（Ｇ）、（Ｂ）を１単位とし、これが行列状に複数形成されている。また、CF層１１３
（Ｒ）及びCF層１１３（Ｂ）がそれぞれ、互いの方向に延設している。そのため、CF層１
１３（Ｒ）及びCF層１１３（Ｂ）のＸ軸方向の幅が、CF層１１３（Ｇ）のＸ軸方向の幅に
比べて、広くなっている。
【００８１】
　BM１１２とCF層１１３との配置関係について、図４を用いて、より詳細に説明する。
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【００８２】
　図４（ａ）は、実施の形態１のCF１２の構成を示す部分断面図（図３のＡ－Ａ’断面）
であり、図４（ｂ）は、実施の形態１のCF１２の構成を示す部分断面図（図３のＢ－Ｂ’
断面）である。図４（ａ）に示すように、各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）は、両側
のBM１１２の端部上面に一部が乗り上げた状態で形成されている。ここで、CF層１１３（
Ｒ）及びCF層１１３（Ｂ）に着目すると、CF層１１３（Ｒ）における、画素間BM１１２上
面に形成された部分がCF層１１３（Ｂ）側に、CF層１１３（Ｂ）における、画素間BM１１
２上面に形成された部分がCF層１１３（Ｒ）側にそれぞれ延設しており、かつ、それらが
重畳している。
【００８３】
　そのため、CF１２全体として見た場合に、この重畳している部分（画素間に対応する部
分）が凸部となり、画素内に対応する部分に形成された各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（
Ｂ）が全体として凹部となっている。
【００８４】
　また、本実施の形態のCF１２では、画素間BM１１２の中央部において、当該画素間BM１
１２上面に形成されたCF層１１３（Ｒ）及びCF層１１３（Ｂ）の部分同士が重畳している
。
【００８５】
　ここで、各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）の膜厚ｔｈ１は共通しており、例えば１
～１．８μｍである。BM１１２上面の凸部の膜厚（CF層が重畳している部分における、最
も厚い部分の膜厚）ｔｈ２は、２～３．６μｍである。また、BM１１２の膜厚は、例えば
、１～１．２μｍである。
【００８６】
　このように、実施の形態１のCF１２では、画素間BM１１２上面に凹部が存在しない構成
となっている。
【００８７】
　また、図４（ｂ）に示すように、CF層１１３ｂ（Ｂ）の一端である、CF層１１３ｃ（Ｂ
）側のBM１１２上面に形成された部分が、CF層１１３ｃ（Ｂ）側に延設している。このた
め、当該部分が、CF層１１３ｂ（Ｂ）の他端である、CF層１１３ａ（Ｂ）側のBM１１２上
面に形成された部分より長くなっている。
【００８８】
　その結果、BM１１２上面に形成された、隣接するCF層１１３ｂ（Ｂ）、１１３ｃ（Ｂ）
の部分同士の間隔ｌ２は、後述する比較用のCFにおける間隔ｌ５（図６（ｃ）参照）（す
なわち、CF層１１３ｃ（Ｂ）側に延設しない場合）と比較し、狭くなっている。間隔ｌ２
は、図４（ａ）に示す間隔ｌ１（CF層１１３（Ｒ）における、サブピクセル間BM１１２上
面に形成された部分と、隣接するCF層１１３（Ｇ）における、当該サブピクセル間BM１１
２上面に形成された部分との間隔）と同一、または所定の近似値の範囲内であることが好
ましい。所定の近似値の範囲内とは、間隔ｌ１に対して例えば０．５～１．５倍の範囲内
である。間隔ｌ１は、例えば１０μｍである。その場合には、間隔ｌ２は、５～１５μｍ
であることが望ましい。
【００８９】
　なお、ここでは図示しないが、CF層１１３（Ｒ）及びCF層１１３（Ｇ）についても、図
４（ｂ）で示したものと同様の構成となっている。
【００９０】
　続いて、有機EL表示パネル１０における各部の材料等について詳細に説明する。
＜各部構成＞
　TFT基板１０１は、例えば、無アルカリガラス、ソーダガラス、無蛍光ガラス、燐酸系
ガラス、硼酸系ガラス、石英、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリカーボネート系樹
脂、エポキシ系樹脂、ポリエチレン、ポリエステル、シリコーン系樹脂、又はアルミナ等
の絶縁性材料の基板本体上に、TFT、配線部材、および前記TFTを被覆するパッシベーショ
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ン膜など（図示せず）を形成した構成である。また、前記基板本体は有機樹脂フィルムで
あってもかまわない。
【００９１】
　層間絶縁膜１０２は、TFT基板１０１の表面段差を平坦に調整するために設けられ、ポ
リイミド系樹脂またはアクリル系樹脂等の絶縁材料で構成されている。
【００９２】
　陽極１０３ａ及び補助電極１０３ｂは、Ａｌ（アルミニウム）、あるいはアルミニウム
合金で形成されている。なお、陽極１０３は、例えば、Ａｇ（銀）、銀とパラジウムと銅
との合金、銀とルビジウムと金との合金、ＭｏＣｒ（モリブデンとクロムの合金）、Ｎｉ
Ｃｒ（ニッケルとクロムの合金）等で形成されていても良い。本実施の形態１に係る有機
EL表示パネル１０はトップエミッション型であるので、陽極１０３は、光反射性の材料で
形成されていることが好ましい。
【００９３】
　バンク１０４は、樹脂等の有機材料で形成されており絶縁性を有する。有機材料の例と
して、アクリル系樹脂、ポリイミド系樹脂、ノボラック型フェノール樹脂等が挙げられる
。バンク１０４は、有機溶剤耐性を有することが好ましい。さらに、バンク１０４はエッ
チング処理、ベーク処理等がされることがあるので、それらの処理に対して過度に変形、
変質などをしないような耐性の高い材料で形成されることが好ましい。
【００９４】
　有機発光層１０５は、例えば、特開平５－１６３４８８号公報に記載のオキシノイド化
合物、ペリレン化合物、クマリン化合物、アザクマリン化合物、オキサゾール化合物、オ
キサジアゾール化合物、ペリノン化合物、ピロロピロール化合物、ナフタレン化合物、ア
ントラセン化合物、フルオレン化合物、フルオランテン化合物、テトラセン化合物、ピレ
ン化合物、コロネン化合物、キノロン化合物及びアザキノロン化合物、ピラゾリン誘導体
及びピラゾロン誘導体、ローダミン化合物、クリセン化合物、フェナントレン化合物、シ
クロペンタジエン化合物、スチルベン化合物、ジフェニルキノン化合物、スチリル化合物
、ブタジエン化合物、ジシアノメチレンピラン化合物、ジシアノメチレンチオピラン化合
物、フルオレセイン化合物、ピリリウム化合物、チアピリリウム化合物、セレナピリリウ
ム化合物、テルロピリリウム化合物、芳香族アルダジエン化合物、オリゴフェニレン化合
物、チオキサンテン化合物、シアニン化合物、アクリジン化合物、８－ヒドロキシキノリ
ン化合物の金属錯体、２－ビピリジン化合物の金属錯体、シッフ塩とＩＩＩ族金属との錯
体、オキシン金属錯体、希土類錯体等の蛍光物質で形成されることが好ましい。
【００９５】
　陰極１０６は、例えば、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）やＩＺＯ（酸化インジウム亜鉛
）等で形成される。有機EL表示パネル１０はトップエミッション型であるので、陰極１０
６は、光透過性の材料で形成されることが好ましい。
【００９６】
　封止層１０７は、有機発光層１０５等が水分に晒されたり、空気に晒されたりすること
を抑制する機能を有し、例えば、ＳｉＯ（酸化シリコン），ＳｉＮ（窒化シリコン）、Ｓ
ｉＯＮ（酸窒化シリコン）、ＳｉＣ（炭化ケイ素），ＳｉＯＣ（炭素含有酸化シリコン）
，ＡｌＮ（窒化アルミニウム），Ａｌ２Ｏ３（酸化アルミニウム）等の材料で形成される
。有機EL表示パネル１０はトップエミッション型であるので、封止層１０７は、光透過性
の材料で形成されることが好ましい。
【００９７】
　CFの基板本体１１１は、有機EL表示パネル1０における前面基板であり、TFT基板１０１
における基板本体と同様の材料で構成することができる。但し、有機EL表示パネル1０を
トップエミッション型にするため、良好な透明性を持つことが要求される。
【００９８】
　BM１１２は、有機EL表示パネル１０の表示面への外光の照り返しや外光の入射を防止し
、表示コントラストを向上させる目的で設けられる黒色層である。例えば光吸収性及び遮
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光性に優れる黒色顔料を含む紫外線硬化樹脂材料で構成される。
【００９９】
　CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）は、赤色、緑色、青色に対応した各々の波長域の可
視光を透過する、公知の樹脂材料で構成されている。
【０１００】
　樹脂封止層１２１は、外部からの水分やガスの侵入を防止する目的で配設され、各種透
明樹脂材料（エポキシ系樹脂、アクリル系樹脂、シリコーン系樹脂等）で構成される。樹
脂材料の粘度は、樹脂材料の拡がり具合と密着性とを考慮し設定される必要があり、例え
ば、５００ｍＰａ・ｓである。
【０１０１】
　　＜製造方法＞
　続いて、CF１２の製造工程を例示する。図５は、CF１２の製造工程の一例を示す図であ
る。まず、紫外線硬化樹脂（例えば紫外線硬化アクリル樹脂）材料を主成分とし、これに
黒色顔料を添加してなるBM材料を溶媒に分散させ、BMペーストを調整する。これを基板本
体１１１の一方の面に塗布する（図５（ａ））。
【０１０２】
　塗布したBMペーストを乾燥し、溶媒をある程度揮発させて形態を保持できる程度になっ
たら、EL基板１１側に形成されるバンク１０４位置に対応するように所定形状の開口部を
持つパターンマスクを重ねる（図５（ｂ））。そして、重ねたパターンマスクの上から紫
外線照射を行う。
【０１０３】
　その後、塗布・溶媒除去したBMペーストを焼成し、パターンマスク及び未硬化のBMペー
ストを除去して現像し、キュアすると、図５（ｃ）に示すように、バンク１０４の位置に
合わせたBM１１２が完成する。
【０１０４】
　次に、BM１１２を形成した基板表面に、紫外線硬化樹脂成分を主成分とするCF層１１３
（Ｒ）の材料を溶媒に分散させ、ペースト（Ｒ）を塗布する。溶媒を一定除去した後、所
定のパターンマスクを載置し、紫外線照射を行う。
【０１０５】
　その後、キュアを行い、パターンマスク及び未硬化のペースト（Ｒ）を除去して現像す
ると、図５（ｄ）に示すように、CF層１１３（Ｒ）が形成される。
【０１０６】
　CF層１１３（Ｒ）は、BM１１２の形状に沿って形成されており、両側のBM１１２の端部
上面に一部が乗り上げた状態となっている。また、CF層１１３（Ｒ）における、画素間BM
１１２上面に形成された部分が、サブピクセル間BM１１２上面に形成された部分より長く
なっている。
【０１０７】
　上記CF層１１３（Ｒ）形成工程を各色のCF材料について同様に繰り返すことで、CF層１
１３（Ｇ）、（Ｂ）を形成する。これにより、各有機発光層１０５の位置に合わせてCF層
１１３（Ｇ）、（Ｂ）が形成される（図５（ｅ）、（ｆ））。
【０１０８】
　CF層１１３（Ｇ）、（Ｂ）も、CF層１１３（Ｒ）と同様、BM１１２の形状に沿って形成
されており、両側のBM１１２の端部上面に一部が乗り上げた状態となっている。ただし、
CF層１１３（Ｂ）における、画素間BM１１２上面に形成された部分が、サブピクセル間BM
１１２上面に形成された部分より長くなっており、かつ、CF層１１３（Ｒ）における、画
素間BM１１２上面に形成された部分に重畳している。
【０１０９】
　また、CF層１１３（Ｇ）においては、当該CF層の両側のBM１１２上面に形成された部分
はどちらも延設されていない。
【０１１０】
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　以上の工程を経ることで、本実施の形態のCF１２が完成する。
【０１１１】
　この後の工程について簡単に説明すると、完成したCF１２の外周部分に、所定の工程を
経て完成したEL基板１１と当該CF１２とを封止するためのシール材（ＤＡＭ）のペースト
を塗布し、さらに、CF１２の外周部分を除く部分に樹脂封止用の樹脂材料（ＦＩＬＬ）を
、所定の間隔を空けて滴下していく。滴下が終了すると、その後、真空状態においてEL基
板１１とCF１２とを貼り合わせた後、焼成して封止工程を完了すると、有機EL表示パネル
１０が完成する。
【０１１２】
　　＜本実施の形態のCFと比較用のCFとの比較＞
　続いて、本実施の形態におけるCF１２と比較用のCFとで、樹脂の拡がり具合にどのよう
な違いがあるかについて説明する。ここで、比較用のCFとして、画素間BM１１２上に形成
されたCF層の部分を延設していないものを用いる。以下、比較用のCFについて説明する。
【０１１３】
　（比較用のCFにおけるBM２１２とCF層２１３との配置関係）
　比較用のCFにおけるBMの配置位置に関しては、図３（ａ）に示したものと同様である。
図６（ａ）は、比較用のCFのBMとCF層との配置関係を模式的に示す図である。図６（ａ）
に示すように、Ｘ軸方向に隣り合う３つのCF層２１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）を１単位と
し、これが行列状に複数形成されている。この点については、図３（ｂ）で示したものと
同様である。ただし、比較用のCF では、CF層２１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）の各々のＸ
軸方向及びＹ軸方向の幅は、同一である。
【０１１４】
　BM２１２とCF層２１３との配置関係について、図６（ｂ）及び図６（ｃ）を用いて、よ
り詳細に説明する。
【０１１５】
　図６（ｂ）は、比較用のCFの構成を示す部分断面図（図６（ａ）のＣ－Ｃ’断面）であ
り、図６（ｃ）は、比較用のCFの構成を示す部分断面図（図６（ａ）のＤ－Ｄ’断面）で
ある。図６（ｂ）に示すように、各CF層２１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）は、両側のBM２１
２の端部上面に一部が乗り上げた状態で形成されている。この点については、実施の形態
１のCF１２と同様である。ただし、CF層２１３（Ｒ）に着目すると、CF層２１３（Ｒ）に
おける、画素間BM上面に形成された部分が、隣接するCF層２１３（Ｂ）側に延設されてい
ない。続いてCF層２１３（Ｂ）に着目すると、CF層２１３（Ｒ）と同様、CF層２１３（Ｂ
）における、画素間BM上面に形成された部分が、隣接するCF層２１３（Ｒ）側に延設され
ていない。すなわち、CF層２１３（Ｒ）及びCF層２１３（Ｂ）における、画素間BM上面に
形成された部分とサブピクセル間BM上面に形成された部分の幅は、同一である。
【０１１６】
　その結果、画素間BM２１２上面に形成されたCF層２１３（Ｒ）の部分と当該画素間BM上
面に形成されたCF層２１３（Ｂ）の部分との間隔ｌ３は、サブピクセル間BM上面に形成さ
れたCF層２１３（Ｒ）の部分と当該サブピクセル間BM上面に形成された、隣接するCF層２
１３（Ｇ）の部分との間隔ｌ４に比べて、広くなっている。間隔ｌ４が、例えば１０μｍ
である場合には、間隔ｌ３は例えば４０μｍである。
【０１１７】
　また、図６（ｃ）に示すように、CF層２１３ｂ（Ｂ）の一端である、CF層２１３ｃ（Ｂ
）側のBM２１２上面に形成された部分も、当該CF層２１３ｃ（Ｂ）側に延設されていない
。そのため、BM２１２上面に形成された、隣接するCF層２１３ｂ（Ｂ）、２１３ｃ（Ｂ）
の部分同士の間隔ｌ５も、間隔ｌ４に比べて広くなっている。間隔ｌ４が、例えば１０μ
ｍである場合には、間隔ｌ５は例えば４０μｍである。
【０１１８】
　なお、ここでは図示しないが、CF層２１３（Ｒ）及びCF層２１３（Ｇ）についても、図
６（ｃ）で示したものと同様の構成となっている。
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【０１１９】
　このように、比較用のCFでは、Ｘ軸方向及びＹ軸方向ともに、画素間BM２１２上におい
て幅広の凹部が形成されている。
【０１２０】
　（比較用のCFにおける樹脂の拡がり具合）
　図７（ａ）は、比較用のCFに樹脂２２１１を複数滴、滴下した状態を示す模式図及び比
較用のCFでの樹脂の拡がり具合を示す模式図である。図７（ｂ）は、樹脂２２１１が滴下
された状態における、比較用のCFの構成を示す模式図（図７（ａ）のＥ－Ｅ’断面）であ
る。
【０１２１】
　図７（ａ）上図に示すように、CF上には、樹脂２２１１が所定間隔を空けて複数滴、滴
下される。樹脂２２１１が滴下された後、CF上では樹脂が拡がり始めるが、図７（ａ）下
図、及び図７（ｂ）に示すように、樹脂２２１１は、CF層上ではなく、画素間BM１１２上
から拡がり始める。これは、CFが凹凸形状を有しており、CF層上面に比べBM上面が低い位
置にあるため、より低い位置にあるBM上面が、樹脂が拡がる際の通路となるからである。
なお、サブピクセル間BM上面もCF層上面に比べ低い位置にあるが、サブピクセル間BM上面
においては、隣接するCF層の間隔が十分に狭い。そのため、表面張力の影響により、樹脂
が拡がらないと考えられる。
【０１２２】
　このように、比較用のCFでは、画素間BM１１２上面に樹脂が真っ先に拡がるため、CF層
上に樹脂が拡がっていない領域が存在する。このため、CFとEL基板とを貼り合わせて構成
される有機EL表示パネル１０において、有機発光層に相当する領域では樹脂が充填されて
いない未充填部分が生じる。
【０１２３】
　図８は、比較用のCFを用いた有機EL表示パネル１０００の構成を模式的に示す部分断面
端面図である。図８において白塗り領域は、樹脂が充填されていない未充填領域を示す。
図８に示すように、比較用のCFを用いた有機EL表示パネル１０００では、CFとEL基板とを
貼り合わせる際の圧力により、有機発光層側に樹脂が一部拡がるものの、未充填部分を排
除するには至っていない。
【０１２４】
　したがって、画素間BMに対応する領域では、樹脂２２１が充填されているものの、有機
発光層に相当する領域では、未充填領域が生じている。
【０１２５】
　なお、ここでは、Ｙ軸方向への拡がりについて説明したが、Ｘ軸方向への拡がりについ
ても幅広の凹が存在するため、同様のことが言える。
【０１２６】
　（本実施の形態のCF１２における樹脂の拡がり具合）
　続いて、本実施の形態のCF１２に樹脂を滴下した場合の拡がり具合について説明する。
図９（ａ）は、実施の形態１のCFに樹脂を滴下した状態を示す模式図及び実施の形態１の
CFでの樹脂の拡がり具合を示す模式図である。図９（ｂ）は、樹脂が滴下された状態にお
ける、実施の形態１のCF１２の構成を示す模式図（図９（ａ）のＦ－Ｆ’断面）である。
【０１２７】
　本実施の形態のCF１２では、CF１２全体として見た場合に、画素間BM上面に凸部が形成
され、画素内に対応する部分に形成された各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）全体とし
て凹部が形成されている。
【０１２８】
　そのため、BM１１２と各CF層とで段差が生じているものの、画素間BM上面には幅広の凹
部は存在していない。
【０１２９】
　比較用のCFでの樹脂の拡がり方から明らかなように、樹脂は幅広の凹部から拡がってい
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く。実施の形態１のCF１２では、画素内に対応する部分に形成された各CF層１１３（Ｒ）
、（Ｇ）、（Ｂ）が、全体として幅広の凹部となるので、比較用のCFとは逆に、図９（ａ
）下図に示すように、樹脂１２１１は、各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）上から真っ
先に拡がっていく。
【０１３０】
　したがって、画素間BM上面の凹部にのみ樹脂が多量に拡がるということを抑制すること
ができる。
【０１３１】
　その結果、CFとEL基板とを貼り合わせた際には、図２に示したように、有機発光層に相
当する領域に樹脂が充填される。
【０１３２】
　また、本実施の形態のCF１２では、画素間BM１１２の中央部において、当該画素間BM１
１２上面に形成されたCF層１１３（Ｒ）及びCF層１１３（Ｂ）の部分同士が重畳している
。このため、図９（ｂ）に示すように、隣接する画素に対応する各領域に樹脂が均等に拡
がり易くなるので、各領域で樹脂の充填度合いに差が生じ難くなる。また、各領域に樹脂
が均等に拡がり易くなることで、何れの領域においても樹脂の未充填部分を低減すること
ができる。
【０１３３】
　なお、ここでは、Ｙ軸方向への拡がりについて説明したが、Ｘ軸方向への拡がりについ
ては、図１０を用いて説明する。図１０（ａ）は、実施の形態１のCF１２での樹脂の拡が
り具合を示す模式図であり（図９（ａ）の領域Ａ）、図１０（ｂ）は、樹脂が滴下された
状態における、実施の形態１のCFの構成を示す模式図（図９（ａ）のＧ－Ｇ’断面）であ
る。図４（ａ）、（ｂ）に示したように、画素間BM１１２上面における間隔ｌ２は、サブ
ピクセル間BM１１２における間隔ｌ１と同一または所定の近似値の範囲内である。そのた
め、BM１１２と各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）とで段差が生じているものの、画素
間BM１１２上面には幅広の凹部は存在しない。よって、画素間BM上面の凹部に樹脂が真っ
先に拡がっていくのではなく、図１０（ａ）、（ｂ）に示すように、樹脂はCF１２上を同
心円状に拡がっていく。
【０１３４】
　したがって、Ｘ軸方向への拡がりに関しても、画素間BM上面の凹部にのみ樹脂が多量に
拡がるということを抑制することができる。
【０１３５】
　以上のように本実施の形態によれば、CF層１１３（Ｂ）における、画素間BM１１２の上
面に形成された部分が、隣接するCF層１１３（Ｒ）側に延設され、かつ、CF層１１３（Ｒ
）における、画素間BM１１２の上面に形成された部分に重畳している。
【０１３６】
　このため、画素間BM１１２の幅が、サブピクセル間BM１１２の幅より広くなっているも
のの、画素間BM１１２上には、樹脂が拡がる際の通路となり得る幅広の凹部は存在しない
。
【０１３７】
　画素間BM１１２上には、CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）が重畳されているため、CF１２全体
としてみた場合には、逆に、凸部が形成されることになる。そして、この凸部に対して、
画素に対応する領域に形成された各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）全体として凹部が
形成されている。
【０１３８】
　このことは、各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）全体で、樹脂が拡がる際の通路とな
る凹部を形成していることを意味するので、CF１２に樹脂を滴下した場合に、画素間BM１
１２上面の凸部に樹脂が拡がりづらくなる一方で、凹部となる各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ
）、（Ｂ）上には樹脂が拡がり易くなる。
【０１３９】
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　CF１２に樹脂を滴下した際に各CF層１１３上に樹脂が拡がりやすくなるので、CF１２と
EL基板１１とを貼り合わせた際の、すなわち、有機EL表示パネル１０における、有機発光
層に相当する領域での樹脂の未充填部分を低減することができる。
【０１４０】
　また、本実施の形態の有機EL表示パネル１０では、別途特別な材料を用いて画素間BM１
１２上に凸部を形成するのではなく、CF層という既存材料を延設させることにより画素間
BM１１２上に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減することができる
。
【０１４１】
　　［変形例１－１］
　続いて、CFにおける各CF層をストライプ状に形成した一変形例について説明する。図１
１は、変形例１－１におけるBMとCF層との配置関係を模式的に示す図である。図１１に示
すように、CF層１１３（Ｒ）及びCF層１１３（Ｂ）がそれぞれ、互いの方向に延設してい
る。この点においては、図３（ｂ）で示したCF１２と共通している。ただし、変形例１－
１のCF１２では、各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）がストライプ状に形成されている
。すなわち、Ｙ軸方向においては、各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）は、サブピクセ
ルに相当する領域毎にパターニングされるのではなく、連続して形成されている。
【０１４２】
　これにより、Y軸方向においては、BM１１２上面における凹部が存在しないため、各CF
層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）上への樹脂の拡がりをより一層促進させることができる
。
【０１４３】
　なお、BM１１２の配置位置に関しては図３（ａ）で示したものと同様である。
【０１４４】
　　［実施の形態２］
　本実施の形態では、BMが形成されず、R,G,Bに対応する各CF層のみが形成されたCFにつ
いて説明する。
＜有機EL表示パネル１０の構成＞
　（有機EL表示パネル１０の概略構成）
　本実施の形態の有機EL表示パネル１０の構成について詳細に説明する。図１２は、実施
の形態２の有機EL表示パネル１０の要部を模式的に示す部分断面図である。図１２に示す
ように、基板本体１１１の一方の面（EL基板１１に対向する対向面）で、かつ、有機発光
層１０５（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）に対応する各領域に、対応する色のCF層１１３（Ｒ）、
（Ｇ）、（Ｂ）がそれぞれ形成されている。
【０１４５】
　EL基板１１については、実施の形態１と同様であるので、ここではその説明を省略する
。
【０１４６】
　続いて、CF１２の構成について詳細に説明する。図１３（ａ）は、実施の形態２のBMと
CF層との配置関係を模式的に示す図である。図１３（ａ）に示すように、CF層１１３（Ｒ
）及びCF層１１３（Ｂ）がそれぞれ、互いの方向に延設している。そのため、CF層１１３
（Ｒ）及びCF層１１３（Ｂ）のＸ軸方向の幅が、CF層１１３（Ｇ）のＸ軸方向の幅に比べ
て、広くなっている。
【０１４７】
　BM１１２とCF層１１３との配置関係について、図１３（ｂ）、（ｃ）を用いて、より詳
細に説明する。図１３（ｂ）は、実施の形態２のCFの構成を示す部分断面図（図１３（ａ
）のＨ－Ｈ’断面）である。図１３（ｃ）は、実施の形態２のCFの構成を示す部分断面図
（図１３（ａ）のＩ－Ｉ’断面）である。
【０１４８】
　図１３（ｂ）において、CF層１１３（Ｒ）及びCF層１１３（Ｂ）に着目すると、CF層１
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１３（Ｒ）のCF層１１３（Ｂ）側の端部と、CF層１１３（Ｂ）のCF層１１３（Ｒ）側の端
部とが重畳している。
【０１４９】
　そのため、CF１２全体として見た場合に、この重畳している部分（画素間に対応する部
分）が凸部となり、画素内に対応する部分に形成された各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（
Ｂ）が全体として凹部となる。
【０１５０】
　また、図１３（ａ）及び図１３（ｃ）に示すように、CF層１１３（Ｂ）は、Ｙ軸方向に
延設している。隣接するCF層１１３（Ｂ）の間隔ｌ７は、図１３（ｂ）に示した間隔ｌ６
と同一、または所定の近似値の範囲内であることが好ましい。所定の近似値の範囲内につ
いては、実施の形態１で述べた通りである。
【０１５１】
　なお、ここでは図示しないが、CF層１１３（Ｒ）及びCF層１１３（Ｇ）についても、図
１３（ｃ）で示したものと同様の構成となっている。
【０１５２】
　以上のように、CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）のみが形成されたCFでは、隣接する
CF層間の領域が、CF全体としてみた場合に凹部となるが、上述したように、CF層１１３（
Ｒ）及びCF層１１３（Ｇ）をそれぞれ互いの方向に延設し、かつ、それらを重畳させるこ
とにより、隣接するCF層間の領域に、CF全体としてみた場合に凸部を形成することができ
る。そして、この凸部に対して、CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）全体として凹部が形
成されるので、CFに樹脂を滴下した場合に、隣接するCF層間の領域における凸部に樹脂が
拡がりづらくなる一方で、凹部となる各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）上には樹脂が
拡がり易くなる。
【０１５３】
　CFに樹脂を滴下した際に各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）上に樹脂が拡がりやすく
なるので、CF１２とEL基板１１とを貼り合わせた際の、すなわち、有機EL表示パネル１０
における、有機発光層に相当する領域での樹脂の未充填部分を低減することができる。
【０１５４】
　また、本実施の形態のCF１２において、各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）をＹ軸方
向に延設することにより、隣接するCF層間の領域における凹部を狭めることができる。そ
の結果、CF層上への樹脂の拡がりを促進することができる。
【０１５５】
　さらに、本実施の形態の有機EL表示パネル１０では、別途特別な材料を用いて隣接する
CF層間の領域に凸部を形成するのではなく、CF層という既存材料を幅広に形成することに
より隣接するCF層間の領域に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減す
ることができる。
【０１５６】
　なお、各CF層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）が、ストライプ状に形成されていてもよい
。
（補足）
　以上、本発明に係る有機EL表示パネル１０について、実施の形態に基づいて説明したが
、本発明は上記実施の形態に限られないことは勿論である。
（１）上記実施の形態におけるEL基板１１において、陽極１０３ａと有機発光層１０５と
の間には、必要に応じて、ホール注入層、ホール輸送層またはホール注入兼輸送層が介挿
されていてもよいし、陰極１０６と有機発光層１０５との間には、必要に応じて、電子注
入層、電子輸送層または電子注入兼輸送層が介挿されていてもよい。
（２）上記実施の形態では、有機EL表示パネル１０のCF１２を例に挙げて説明したが、こ
のCF１２を無機EL表示パネルに適用してもよい。
（３）上記実施の形態では、第１領域１１４、第２領域１１５、及び第３領域１１６の各
々を区画する隔壁として、BM１１２を例に挙げて説明したが、各領域を区画する隔壁とし
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て機能すればBM１１２に限らない。例えば、黒色顔料以外の色の顔料を含む紫外線硬化樹
脂材料からなる隔壁であってもよい。
（４）上記実施の形態では、画素間BM１１２の中央部において隣接するCF層の端部同士が
重畳している構成としたが、重畳位置は中央部に限らない。画素間BM１１２上面で隣接す
るCF層の端部同士が重畳していればよい。
（５）上記実施の形態では、画素の端部に対応する領域にCF層１１３（Ｂ）とCF層１１３
（Ｒ）とが形成されていたが、配置関係はこれに限定されず、例えば、画素の端部に対応
する領域にCF層１１３（Ｇ）が形成されていてもよい。
（６）上記実施の形態では、図４（ｂ）に示すように、CF層１１３ｂ（Ｂ）の一端である
、CF層１１３ｃ（Ｂ）側のBM１１２上面に形成された部分が、CF層１１３ｃ（Ｂ）側に延
設し、当該部分が、CF層１１３ｂ（Ｂ）の他端である、CF層１１３ａ（Ｂ）側のBM１１２
上面に形成された部分より長くなっているとしたが、これに限らず、間隔ｌ２が上記所定
の近似値の範囲内になっていれば次のような構成でもよい。例えば、BM１１２上面に形成
された、隣接するCF層１１３の部分同士がそれぞれ、互いの方向に延設しているとしても
よい。
（７）上記各実施の形態では、表示装置１の外観を示さなかったが、例えば、図１４に示
すような外観を有するものとすることができる。
（８）上記図７（ａ）に比較用のCFに樹脂を滴下した際の樹脂の拡がり具合を示す模式図
を示したが、図１５は、実際に比較用のCFに樹脂を滴下した際の樹脂の拡がり具合を示す
写真である。図１５からも、樹脂が、CF層上ではなく、画素間BM上から拡がり始めること
が確認できる。
（９）上記実施の形態及び上記各変形例をそれぞれ組み合わせるとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１５７】
　本発明は、例えば、家庭用もしくは公共施設、あるいは業務用の各種表示装置、テレビ
ジョン装置、携帯型電子機器用ディスプレイ等に利用可能である。
【符号の説明】
【０１５８】
１　　　　　表示装置
１０　　　　有機EL表示パネル
２０　　　　駆動制御部
２１－２４　駆動回路
２５　　　　制御回路
１０１　　　TFT基板
１０２　　　層間絶縁膜
１０３ａ　　陽極
１０３ｂ　　補助電極
１０４　　　バンク
１０５　　　有機発光層
１０６　　　陰極
１０７　　　封止層
１１１　　　基板
１１２　　　ブラックマトリクス
１１３　　　CF層
１２１　　　樹脂封止層
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月23日(2011.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（削除）
【請求項２】
（削除）
【請求項３】
（削除）
【請求項４】
（削除）
【請求項５】
（削除）
【請求項６】
（削除）
【請求項７】
（削除）
【請求項８】
（削除）
【請求項９】
（削除）
【請求項１０】
（削除）
【請求項１１】
（削除）
【請求項１２】
（削除）
【請求項１３】
（削除）
【請求項１４】
（削除）
【請求項１５】
（削除）
【請求項１６】
（削除）
【請求項１７】
（削除）
【請求項１８】
（削除）
【請求項１９】
（削除）
【請求項２０】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板と、
　前記ＥＬ基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、
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　前記カラーフィルターのベースの前記ＥＬ基板側に形成され、前記第１発光部に対応す
る第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発光部に対応する第３領
域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁と、
　前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
、所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層と、
　前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、
　前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記ＥＬ基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、
　隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は共通して
おり、
　共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
第１部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、
前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラー
フィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳することで、
　前記隣接する第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において、前記第１部分
と前記第２部分とが重畳している
　ＥＬ表示パネル。
【請求項２１】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された第２部分は、前記第１画素側に延設されている
　請求項２０記載のＥＬ表示パネル。
【請求項２２】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁の上面
の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
第１部分は、
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された第２部分に重畳している
　請求項２１記載のＥＬ表示パネル。
【請求項２３】
　前記ＥＬ基板は、前記第１画素と前記第２画素との間に補助電極が配置され、
　前記共通している隔壁は、前記補助電極と対向する位置に形成されている
　請求項２０～２２のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項２４】
　前記樹脂は封止樹脂である、
　請求項２０～２３のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項２５】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形



(31) JP WO2011/158288 A1 2011.12.22

成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側の隔
壁の上面に形成された第３部分が、前記第３画素側に延設されることにより、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の隔壁の上面に形成され
た部分より長くなっている
　請求項２０～２４のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項２６】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板と、
　前記ＥＬ基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、
　前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に形成され、所望の赤色
光を透過する第１カラーフィルター層と、
　前記第２発光部に対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間
隔で離間した第２領域に形成され、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、
　前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所
定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に形成され、所望の
青色光を透過する第３カラーフィルター層と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記ＥＬ基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、
　第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる
領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され
、かつ、前記端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部
は、前記隣接する第１画素と第２画素との間において、前記第２画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成された
カラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　ＥＬ表示パネル。
【請求項２７】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素側に延設されて
いる
　請求項２６記載のＥＬ表示パネル。
【請求項２８】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する領域の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記第２画素に
対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する
領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　請求項２７記載のＥＬ表示パネル。
【請求項２９】
　前記ＥＬ基板は、前記第１画素と前記第２画素との間に補助電極が配置されている、
　請求項２６～２８のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項３０】
　前記樹脂は封止樹脂である、
　請求項２６～２９のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項３１】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側に延
設されている
　請求項２６～３０のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項３２】
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　請求項２０～３１のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネルを備えた、
　ＥＬ表示装置。
【請求項３３】
　前記第１発光部、前記第２発光部、及び前記第３発光部の各々は、有機発光部である、
　請求項２０～３２のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項３４】
　請求項３３に記載のＥＬ表示パネルを備えた、
　有機ＥＬ表示装置。
【請求項３５】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板を準備する第１工程と、
　カラーフィルターのベースを準備する第２工程と、
　前記ベース上であって、前記ベースの前記ＥＬ基板と対向させる側に、前記第１発光部
に対応する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発光部に対応す
る第３領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁を形成する第３工程と、
　前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第４工程と、
　前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第５工程と、
　前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
青色光を透過する第３カラーフィルター層を形成する第６工程と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記ＥＬ基板との間に樹脂材料を充填する第７工程とを具備し、
　隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は共通して
おり、
　共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
第１部分が、
　前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳することで、
　前記隣接する第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において、前記第１部分
と前記第２部分とが重畳している
　ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項３６】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された第２部分は、前記第１画素側に延設されている
　請求項３５記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項３７】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁の上面
の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
第１部分は、



(33) JP WO2011/158288 A1 2011.12.22

　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された第２部分に重畳している
　請求項３６記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項３８】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側の隔
壁の上面に形成された第３部分が、前記第３画素側に延設されることにより、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の隔壁の上面に形成され
た部分より長くなっている
　請求項３５～３７のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項３９】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板を準備する第１工程と、
　カラーフィルターのベースを準備する第２工程と、
　前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に、所望の赤色光を透過
する第１カラーフィルター層を形成する第３工程と、
　前記第２発光部に対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間
隔で離間した第２領域に、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第
４工程と、
　前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所
定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に、所望の青色光を
透過する第３カラーフィルター層を形成する第５工程と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記ＥＬ基板と、の間に樹脂材料を充填する第６工程とを具備し、
　第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる
領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され
、かつ、前記端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部
は、前記隣接する第１画素と第２画素との間において、前記第２画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成された
カラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項４０】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素側に延設されて
いる
　請求項３９記載のＥＬ表示パネル。
【請求項４１】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する領域の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記第２画素に
対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する
領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　請求項４０記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項４２】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側に延
設されている
　請求項３９～４１のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、
所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層と、前記第２領域を区画する両側の隔壁
の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第２領域に対応
するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の緑色光を透過する第２カラー
フィルター層と、前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及
び前記両側の隔壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に
窪んで形成され、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、前記第１カラーフ
ィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記Ｅ
Ｌ基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、隣接する第１画素と第２画素との間に対
応する前記カラーフィルターの隔壁は共通しており、共通している隔壁の幅は、各画素に
対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域間の各々の前記カラーフィルタ
ーの隔壁の幅より広く、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔
壁の上面に形成された第１部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対
応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領
域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部
分に重畳することで、前記隣接する第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上にお
いて、前記第１部分と前記第２部分とが重畳している構成とした。
発明の効果
［００１０］
　発明者は、未充填部分が存在する原因としてＣＦの形状に着目した。ＣＦにおいて、各
ＣＦ層は、当該ＣＦ層を規定している隔壁の端部上面に一部が乗り上げた状態で形成され
ているため、隔壁とＣＦ層とで段差が生じ、ＣＦの形状は凹凸形状になっている。より詳
細には、ＣＦ層上面に比べ、隔壁上面が低くなっており、そのためにＣＦ全体として見た
場合に、ＣＦ層が凸部になり、隔壁上面に形成された、隣接するＣＦ層の部分同士の隙間
部分が凹部となっている。
［００１１］
　また、ＥＬ表示パネルでは、陰極での電圧降下による輝度のばらつきを軽減
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
られたカラーフィルターのベースと、前記カラーフィルターのベースの前記ＥＬ基板側に
形成され、前記第１発光部に対応する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及
び前記第３発光部に対応する第３領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁と、前記
第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によ
って区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望
の赤色光を透過する第１カラーフィルター層と、前記第２領域を区画する両側の隔壁の上
面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第２領域に対応する
ベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の緑色光を透過する第２カラーフィ
ルター層と、前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前
記両側の隔壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪ん
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で形成され、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、前記第１カラーフィル
ター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記ＥＬ基
板との間に充填された樹脂層と、を具備し、隣接する第１画素と第２画素との間に対応す
る前記カラーフィルターの隔壁は共通しており、共通している隔壁の幅は、各画素に対応
する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域間の各々の前記カラーフィルターの
隔壁の幅より広く、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３
領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の
上面に形成された第１部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応す
る前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に
形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に
重畳することで、前記隣接する第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において
、前記第１部分と前記第２部分とが重畳している構成とした。
［００２１］
　本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前
記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたＣＦ層の、前記第２画
素側の隔壁の上面に形成された部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素
に対応する前記第１領域、前記第２領域
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたＣＦ層の、前記第１
画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳している。
［００２２］
　このため、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、第１画素と第２画素との間に対
応する前記ＣＦの隔壁の幅が、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域間の各々の前記ＣＦの隔壁の幅より広くなっているものの、画素間隔壁上には、
樹脂が拡がる際の通路となり得る凹部は存在しない。
［００２３］
　画素間隔壁上には、ＣＦ層が重畳されているため、ＣＦ全体としてみた場合には、逆に
、凸部が形成されることになる。そして、この凸部に対して、画素に対応する領域に形成
されたＲ，Ｇ，Ｂに対応する各ＣＦ層全体として凹部が形成されている。
［００２４］
　つまり、Ｒ，Ｇ，Ｂに対応する各ＣＦ層全体で、樹脂が拡がる際の通路となる凹部を形
成しているので、ＣＦに樹脂を滴下した場合に、画素間隔壁上面の凸部に樹脂が拡がりづ
らくなる一方で、凹部となる各ＣＦ層上には樹脂が拡がり易くなる。
［００２５］
　ＣＦに樹脂を滴下した際に各ＣＦ層上に樹脂が拡がりやすくなるので、ＣＦとＥＬ基板
とを貼り合わせた際の、すなわち、ＥＬ表示パネルにおける、発光層に相当する領域での
樹脂の未充填部分を低減することができる。
［００２６］
　また、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、別途特別な材料を用いて画素間隔壁
上に凸部を形成するのではなく、ＣＦ層という既存材料を延設させることにより画素間隔
壁上に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減することができる。
［００２７］
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分は、前記第１画素側に延設され
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ているとしてもよい。
［００２８］
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
前記カラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、前記第
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域
に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された第１部分
は、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記
第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上
面に形成された第２部分に重畳しているとしてもよい。
［００２９］
　本態様のＥＬ表示パネルでは、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記
カラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、隣接するＣＦ層の端部同士が重畳して
いる。
［００３０］
　このため、隣接する第１画素と第２画素に対応する各領域に樹脂が均等に拡がり易くな
るので、各領域で樹脂の充填度合いに差が生じ難くなる。また、各領域に樹脂が均等に拡
がり易くなることで、何れの領域においても樹脂の未充填部分を低減することができる。
［００３１］
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側の隔壁の上面に形成された第３部分が、前記第３画素側に
延設されることにより、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の
隔壁の上面に形成された部分より長くなっているとしてもよい。
［００３２］
　本態様のＥＬ表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、
及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層の、前記第３画素側の隔壁の上面に形成さ
れた部分が、前記第３画素側に延設される。これにより、前記第１画素に対応する前記第
１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層の、前記第３画素
側の隔壁の上面に形成された部分と、前記第３画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層の、第１画素側の隔壁の上面に形成さ
れた部分との間隔を狭めることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
［００３３］
　このことは、樹脂が拡がる際の通路となる凹部の幅を狭めることを意味するので、ＣＦ
に樹脂を滴下した場合に、第１画素と第３画素との間に対応する画素間隔壁上に樹脂が拡
がりづらくなる一方で、各ＣＦ層上には樹脂が拡がりやすくなる。
［００３４］
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁上にお
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いて、隣接するＣＦ層の端部同士が重畳しているだけでなく、前記第１画素に対応する前
記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層を第３画素側
に延設させるので、ＥＬ表示パネルにおいて樹脂の未充填部分をより一層低減することが
できる。
［００３５］
　ここで、本発明の別の態様として、赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第
２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列され
たＥＬ基板と、前記ＥＬ基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、前
記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に形成され、所望の赤色光を
透過する第１カラーフィルター層と、前記第２発光部に対応するベースの表面であって、
第１カラーフィルター層と所定の間隔で離間した第２領域に形成され、所望の緑色光を透
過する第２カラーフィルター層と、前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第
２カラーフィルター層と、前記所定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間
した第３領域に形成され、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、前記第１
カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と
、前記ＥＬ基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、第１画素に対応する前記第１領
域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルタ
ー層は、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され、かつ、前記端部となる領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記隣接する第１画素と第２
画素との間において、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１
画素側の端部に重畳している構成とした。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
、に沿った形状に窪んで、所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第
４工程と、前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記
両側の隔壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで
、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第５工程と、前記第３領域
を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画
された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の青色光を透過す
る第３カラーフィルター層を形成する第６工程と、前記第１カラーフィルター層、前記第
２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記ＥＬ基板との間に樹脂
材料を充填する第７工程とを具備し、隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記
カラーフィルターの隔壁は共通しており、共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前
記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の
幅より広く、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の
中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に
形成された第１部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記
第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成さ
れたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳す
ることで、前記隣接する第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において、前記
第１部分と前記第２部分とが重畳しているとした。
［００５８］
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分は、前記第１画素側に延設され
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ているとしてもよい。
［００５９］
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
前記カラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成さ
れた第１部分は、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領
域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素
側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳しているとしてもよい。
［００６０］
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側の隔壁の上面に形成された第３部分が、前記第３画素側に
延設されることにより、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の
隔壁の上面に形成された部分より長くなっているとしてもよい。
［００６１］
　ここで、本発明の一態様であるＥＬ表示パネルの製造方法は、赤色光を出力する第１発
光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画
素が行列状に複数配列されたＥＬ基板を準備する第１工程と、カラーフィルターのベース
を準備する第２工程と、前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に
、所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第３工程と、前記第２発光
部に対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間隔で離間した第
２領域に、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第４工程と、前記
第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所定の間
隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に、所望の青色光を透過す
る第３カラーフィルター層を形成する第５工程と、前記第１カラーフィルター層、前記第
２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記ＥＬ基板と、の間に樹
脂材料を充填する第６工程とを具備し、第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域
、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１
画素に隣接する第２画素側に延設され、かつ、前記端部とな
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
る領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記隣接する第１
画素と第２画素との間において、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、
及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の
、前記第１画素側の端部に重畳しているとした。
［００６２］
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
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層は、前記第１画素側に延設されているとしてもよい。
［００６３］
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
領域の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端
部は、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前
記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に
重畳しているとしてもよい。
［００６４］
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側に延設されているとしてもよい。
［００６５］
　［実施の形態１］
＜表示装置１の全体構成＞
　本実施の形態に係る表示装置１の全体構成について、図１を用い説明する。図１は、表
示装置１の全体構成を模式的に示すブロック図である。
［００６６］
　図１に示すように、表示装置１は、有機ＥＬ表示パネル１０と、これに接続された駆動
制御部２０とを有し構成されている。有機ＥＬ表示パネル１０は、有機材料の電界発光現
象を利用したトップエミッション型の有機ＥＬ表示パネルである。
［００６７］
　また、駆動制御部２０は、４つの駆動回路２１～２４と制御回路２５とから構成されて
いる。
［００６８］
　なお、実際の表示装置１では、有機ＥＬ表示パネル１０に対する駆動制御部
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
１２は、実施の形態２の有機ＥＬ表示パネル１０の要部を模式的に示す部分断面図である
。図１２に示すように、基板本体１１１の一方の面（ＥＬ基板１１に対向する対向面）で
、かつ、有機発光層１０５（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）に対応する各領域に、対応する色のＣ
Ｆ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）がそれぞれ形成されている。
［０１４５］
　ＥＬ基板１１については、実施の形態１と同様であるので、ここではその説明を省略す
る。
［０１４６］
　続いて、ＣＦ１２の構成について詳細に説明する。図１３（ａ）は、実施の形態２のＣ
Ｆ層の配置関係を模式的に示す図である。図１３（ａ）に示すように、ＣＦ層１１３（Ｒ
）及びＣＦ層１１３（Ｂ）がそれぞれ、互いの方向に延設している。そのため、ＣＦ層１
１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）のＸ軸方向の幅が、ＣＦ層１１３（Ｇ）のＸ軸方向の
幅に比べて、広くなっている。
［０１４７］
　ＢＭ１１２とＣＦ層１１３との配置関係について、図１３（ｂ）、（ｃ）を用いて、よ
り詳細に説明する。図１３（ｂ）は、実施の形態２のＣＦの構成を示す部分断面図（図１
３（ａ）のＨ－Ｈ’断面）である。図１３（ｃ）は、実施の形態２のＣＦの構成を示す部
分断面図（図１３（ａ）のＩ－Ｉ’断面）である。
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［０１４８］
　図１３（ｂ）において、ＣＦ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）に着目すると、Ｃ
Ｆ層１１３（Ｒ）のＣＦ層１１３（Ｂ）側の端部と、ＣＦ層１１３（Ｂ）のＣＦ層１１３
（Ｒ）側の端部とが重畳している。
［０１４９］
　そのため、ＣＦ１２全体として見た場合に、この重畳している部分（画素間に対応する
部分）が凸部となり、画素内に対応する部分に形成された各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）
、（Ｂ）が全体として凹部となる。
［０１５０］
　また、図１３（ａ）及び図１３（ｃ）に示すように、ＣＦ層１１３（Ｂ）は、Ｙ軸方向
に延設している。隣接するＣＦ層１１３（Ｂ）の間隔ｌ７は、図１３（ｂ）に示した間隔
ｌ６と同一、または所定の近似値の範囲内であることが好ましい。所定の近似値の範囲内
については、実施の形態１で述べた通りである。
【手続補正書】
【提出日】平成24年4月13日(2012.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＥＬ表示パネル、ＥＬ表示パネルを備えたＥＬ表示装置、有機ＥＬ表示装置
、およびＥＬ表示パネルの製造方法に関し、特に、ＥＬ表示パネルにおけるカラーフィル
ターの構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示パネルとして液晶表示パネルが知られている（例えば、特許文献１参照）。
同パネルは、一方の面にそれぞれ所定の構成要素が形成された２枚のガラス基板を対向配
置し両基板間に液晶を充填してなる。一方のガラス基板の主面（他方のガラス基板と対向
する対向面）上には、所定の構成要素として、ブラックマトリクス（以下、「ＢＭ」とい
う）及びＲ、Ｇ、Ｂに対応する各カラーフィルター（以下、（ＣＦ）という）層が形成さ
れている（以下、ガラス基板上にＢＭ及び各ＣＦ層が形成されたものを「カラーフィルタ
ー（ＣＦ）」という）。ガラス基板上に形成されたＢＭ及び各ＣＦ層の配置関係の一例に
ついて説明すると、Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する各ＣＦ層が行列状に形成され、隣接するＣＦ層
の間にＢＭが形成されている。各ＣＦ層は、当該ＣＦ層を規定しているＢＭの形状に沿っ
て形成されており、当該ＢＭの端部上面に一部が乗り上げた状態となっている。
【０００３】
　ところで近年、次世代の表示パネルとして、ＥＬ表示パネルの研究・開発が進んでいる
。同パネルは、一方の面にＲ、Ｇ、Ｂに対応する各発光部の組みを一単位とする画素が行
列状に複数配列されたＥＬ基板に対し、ＣＦを対向配置させ、ＥＬ基板とＣＦとの間に封
止用の樹脂を充填してなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１１２００１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　上述のように、液晶表示パネルには液晶が充填されるのに対し、ＥＬ表示パネルでは液
晶ではなく樹脂が充填されるが、発明者は、ＥＬ表示パネルにおいて樹脂が充填されてい
ない未充填部分が存在することを確認した。この未充填部分が、発光部における発光層に
相当する領域に存在する場合に特に問題となる。この未充填部分に酸素や水分が溜まると
、溜まった酸素や水分が発光部における発光層と反応し、当該発光層を劣化させてしまう
からである。その結果、発光層から出力される光の輝度が低減したり、発光層の寿命が短
縮したりする。さらに、樹脂の充填部分と未充填部分とで屈折率が異なるために光の反射
が起こり、光取り出し効率も低下する可能性がある。
【０００６】
　発明者は、理論上必要とされる量の２、３倍に樹脂の量を増やして実験したが、改善は
見られなかった。
　さらに樹脂の量を増やすことも考えられるが、これ以上の樹脂量の増加は、ＥＬ基板と
ＣＦとの間隔を均一に保つことを困難にし、適切ではない。
　本発明は、樹脂量を増やすことなく、発光層に相当する領域において樹脂が充填されて
いない未充填部分を低減したＥＬ表示パネルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルは、赤色光を出力す
る第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位
とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板と、前記ＥＬ基板の光の出力側に設けられ
たカラーフィルターのベースと、前記カラーフィルターのベースの前記ＥＬ基板側に形成
され、前記第１発光部に対応する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前
記第３発光部に対応する第３領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁と、前記第１
領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって
区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の赤
色光を透過する第１カラーフィルター層と、前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面か
ら前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第２領域に対応するベー
スの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルタ
ー層と、前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両
側の隔壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形
成され、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、前記第１カラーフィルター
層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記ＥＬ基板と
の間に充填された樹脂層と、を具備し、隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前
記カラーフィルターの隔壁は共通しており、共通している隔壁の幅は、各画素に対応する
前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁
の幅より広く、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域
の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面
に形成された第１部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前
記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成
されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳
することで、前記隣接する第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において、前
記第１部分と前記第２部分とが重畳している構成とした。
【発明の効果】
【０００８】
　発明者は、未充填部分が存在する原因としてＣＦの形状に着目した。ＣＦにおいて、各
ＣＦ層は、当該ＣＦ層を規定している隔壁の端部上面に一部が乗り上げた状態で形成され
ているため、隔壁とＣＦ層とで段差が生じ、ＣＦの形状は凹凸形状になっている。より詳
細には、ＣＦ層上面に比べ、隔壁上面が低くなっており、そのためにＣＦ全体として見た
場合に、ＣＦ層が凸部になり、隔壁上面に形成された、隣接するＣＦ層の部分同士の隙間
部分が凹部となっている。
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【０００９】
　また、ＥＬ表示パネルでは、陰極での電圧降下による輝度のばらつきを軽減するために
、ＥＬ基板側に、陰極に対して電圧供給を図る補助電極が画素毎に配置されている。その
ため、ＣＦにおいて、補助電極が形成されている画素間に対応する領域（以下、「画素間
領域」という）では、サブピクセル間に対応する領域（以下、「サブピクセル間領域」と
いう）に比べて、隔壁が幅広に形成されている。その結果、ＣＦにおいて、画素間領域に
形成された隔壁における凹部は、サブピクセル間領域に形成された隔壁における凹部に比
べ、幅広になる。
【００１０】
　発明者は、ＥＬ表示パネルにおける未充填部分が、ＣＦの凹凸形状に起因していること
を突き止めた。より詳細には、ＣＦに樹脂を滴下した場合に、画素間領域に形成された隔
壁における幅広の凹部に樹脂が真っ先に拡がり、そのためにＣＦ層上に樹脂が拡がりづら
くなっていることを確認した。結果として、ＥＬ基板とＣＦとを貼り合わせた際には、発
光層に相当する領域に樹脂が充填されていない未充填部分が存在していた。
【００１１】
　本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前
記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたＣＦ層の、前記第２画
素側の隔壁の上面に形成された部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素
に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接す
る領域に形成されたＣＦ層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳して
いる。
【００１２】
　このため、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、第１画素と第２画素との間に対
応する前記ＣＦの隔壁（以下、「画素間隔壁」という）の幅が、各画素に対応する前記第
１領域、前記第２領域、及び前記第３領域間の各々の前記ＣＦの隔壁（以下、「サブピク
セル間隔壁」という）の幅より広くなっているものの、画素間隔壁上には、樹脂が拡がる
際の通路となり得る凹部は存在しない。
【００１３】
　画素間隔壁上には、ＣＦ層が重畳されているため、ＣＦ全体としてみた場合には、逆に
、凸部が形成されることになる。そして、この凸部に対して、画素に対応する領域に形成
されたＲ、Ｇ、Ｂに対応する各ＣＦ層全体として凹部が形成されている。
　つまり、Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する各ＣＦ層全体で、樹脂が拡がる際の通路となる凹部を形
成しているので、ＣＦに樹脂を滴下した場合に、画素間隔壁上面の凸部に樹脂が拡がりづ
らくなる一方で、凹部となる各ＣＦ層上には樹脂が拡がり易くなる。
【００１４】
　ＣＦに樹脂を滴下した際に各ＣＦ層上に樹脂が拡がりやすくなるので、ＣＦとＥＬ基板
とを貼り合わせた際の、すなわち、ＥＬ表示パネルにおける、発光層に相当する領域での
樹脂の未充填部分を低減することができる。
　また、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、別途特別な材料を用いて画素間隔壁
上に凸部を形成するのではなく、ＣＦ層という既存材料を延設させることにより画素間隔
壁上に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施の形態１の表示装置１の全体構成を模式的に示すブロック図である。
【図２】実施の形態１の有機ＥＬ表示パネル１０の要部を模式的に示す部分断面図である
。
【図３】（ａ）実施の形態１のＢＭの構成を模式的に示す図である。（ｂ）実施の形態１
のＢＭとＣＦ層との配置関係を模式的に示す図である。
【図４】（ａ）実施の形態１のＣＦの構成を示す部分断面図（図３のＡ－Ａ’断面）であ
る。（ｂ）実施の形態１のＣＦの構成を示す部分断面図（図３のＢ－Ｂ’断面）である。
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【図５】実施の形態１のＣＦの製造工程の一例を示す図である。
【図６】（ａ）比較用のＢＭとＣＦ層との配置関係を模式的に示す図である。（ｂ）比較
用のＣＦの構成を示す部分断面図（図６（ａ）のＣ－Ｃ’断面）である。（ｃ）比較用の
ＣＦの構成を示す部分断面図（図６（ａ）のＤ－Ｄ’断面）である。
【図７】（ａ）比較用のＣＦに樹脂を滴下した状態を示す模式図及び比較用のＣＦでの樹
脂の拡がり具合を示す模式図である。（ｂ）樹脂が滴下された状態における、比較用のＣ
Ｆの構成を示す模式図（図７（ａ）のＥ－Ｅ’断面）である。
【図８】比較用のＣＦを用いた有機ＥＬ表示パネル１０００の構成を模式的に示す部分断
面端面図である。
【図９】（ａ）実施の形態１のＣＦに樹脂を滴下した状態を示す模式図及び実施の形態１
のＣＦでの樹脂の拡がり具合を示す模式図である。（ｂ）樹脂が滴下された状態における
、実施の形態１のＣＦの構成を示す模式図（図９（ａ）のＦ－Ｆ’断面）である。
【図１０】（ａ）実施の形態１のＣＦでの樹脂の拡がり具合を示す模式図である（図９（
ａ）の領域Ａ）。（ｂ）樹脂が滴下された状態における、実施の形態１のＣＦの構成を示
す模式図（図９（ａ）のＧ－Ｇ’断面）である。
【図１１】変形例１－１におけるＢＭとＣＦ層との配置関係を模式的に示す図である。
【図１２】実施の形態２の有機ＥＬ表示パネル１０の構成を示す部分断面図である。
【図１３】（ａ）実施の形態２のＢＭとＣＦ層との配置関係を模式的に示す図である。（
ｂ）実施の形態２のＣＦの構成を示す部分断面図（図１３（ａ）のＨ－Ｈ’断面）である
。（ｃ）は、実施の形態２のＣＦの構成を示す部分断面図（図１３（ａ）のＩ－Ｉ’断面
）である。
【図１４】表示装置１の外観を示す外観斜視図である。
【図１５】比較用のＣＦに樹脂を滴下した際の樹脂の拡がり具合を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　　［実施の態様］
　本発明の一態様であるＥＬ表示パネルは、赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力
する第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配
列されたＥＬ基板と、前記ＥＬ基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベース
と、前記カラーフィルターのベースの前記ＥＬ基板側に形成され、前記第１発光部に対応
する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発光部に対応する第３
領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁と、前記第１領域を区画する両側の隔壁の
上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第１領域に対応す
るベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の赤色光を透過する第１カラーフ
ィルター層と、前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び
前記両側の隔壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪
んで形成され、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、前記第３領域を区画
する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された
第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され、所望の青色光を透過
する第３カラーフィルター層と、前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルタ
ー層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記ＥＬ基板との間に充填された樹脂層と、
を具備し、隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は
共通しており、共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域
、及び前記第３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、前記第１画素
に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成
されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された第１部分が、前
記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、
及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の
、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳することで、前記隣接する第
１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において、前記第１部分と前記第２部分と
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が重畳している構成とした。
【００１７】
　本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前
記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたＣＦ層の、前記第２画
素側の隔壁の上面に形成された部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素
に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接す
る領域に形成されたＣＦ層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された部分に重畳して
いる。
【００１８】
　このため、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、第１画素と第２画素との間に対
応する前記ＣＦの隔壁の幅が、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域間の各々の前記ＣＦの隔壁の幅より広くなっているものの、画素間隔壁上には、
樹脂が拡がる際の通路となり得る凹部は存在しない。
　画素間隔壁上には、ＣＦ層が重畳されているため、ＣＦ全体としてみた場合には、逆に
、凸部が形成されることになる。そして、この凸部に対して、画素に対応する領域に形成
されたＲ、Ｇ、Ｂに対応する各ＣＦ層全体として凹部が形成されている。
【００１９】
　つまり、Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する各ＣＦ層全体で、樹脂が拡がる際の通路となる凹部を形
成しているので、ＣＦに樹脂を滴下した場合に、画素間隔壁上面の凸部に樹脂が拡がりづ
らくなる一方で、凹部となる各ＣＦ層上には樹脂が拡がり易くなる。
　ＣＦに樹脂を滴下した際に各ＣＦ層上に樹脂が拡がりやすくなるので、ＣＦとＥＬ基板
とを貼り合わせた際の、すなわち、ＥＬ表示パネルにおける、発光層に相当する領域での
樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００２０】
　また、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、別途特別な材料を用いて画素間隔壁
上に凸部を形成するのではなく、ＣＦ層という既存材料を延設させることにより画素間隔
壁上に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減することができる。
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分は、前記第１画素側に延設され
ているとしてもよい。
【００２１】
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
前記カラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィル
ター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された第１部分は、前記第２画素に対応す
る前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に
形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に
重畳しているとしてもよい。
【００２２】
　本態様のＥＬ表示パネルでは、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記
カラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、隣接するＣＦ層の端部同士が重畳して
いる。
　このため、隣接する第１画素と第２画素に対応する各領域に樹脂が均等に拡がり易くな
るので、各領域で樹脂の充填度合いに差が生じ難くなる。また、各領域に樹脂が均等に拡
がり易くなることで、何れの領域においても樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００２３】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側の隔壁の上面に形成された第３部分が、前記第３画素側に
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延設されることにより、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の
隔壁の上面に形成された部分より長くなっているとしてもよい。
【００２４】
　本態様のＥＬ表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、
及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層の、前記第３画素側の隔壁の上面に形成さ
れた部分が、前記第３画素側に延設される。これにより、前記第１画素に対応する前記第
１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層の、前記第３画素
側の隔壁の上面に形成された部分と、前記第３画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層の、第１画素側の隔壁の上面に形成さ
れた部分との間隔を狭めることができる。
【００２５】
　このことは、樹脂が拡がる際の通路となる凹部の幅を狭めることを意味するので、ＣＦ
に樹脂を滴下した場合に、第１画素と第３画素との間に対応する画素間隔壁上に樹脂が拡
がりづらくなる一方で、各ＣＦ層上には樹脂が拡がりやすくなる。
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁上にお
いて、隣接するＣＦ層の端部同士が重畳しているだけでなく、前記第１画素に対応する前
記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層を第３画素側
に延設させるので、ＥＬ表示パネルにおいて樹脂の未充填部分をより一層低減することが
できる。
【００２６】
　ここで、本発明の別の態様として、赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第
２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列され
たＥＬ基板と、前記ＥＬ基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、前
記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に形成され、所望の赤色光を
透過する第１カラーフィルター層と、前記第２発光部に対応するベースの表面であって、
第１カラーフィルター層と所定の間隔で離間した第２領域に形成され、所望の緑色光を透
過する第２カラーフィルター層と、前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第
２カラーフィルター層と、前記所定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間
した第３領域に形成され、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、前記第１
カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と
、前記ＥＬ基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、第１画素に対応する前記第１領
域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルタ
ー層は、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され、かつ、前記端部となる領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記隣接する第１画素と第２
画素との間において、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１
画素側の端部に重畳している構成とした。
【００２７】
　本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前
記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたＣＦ層が、前記第２画
素側に延設され、かつ、前記端部となる領域に形成されたＣＦ層の端部が、前記第２画素
に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接す
る領域に形成されたＣＦ層の、前記第１画素側の端部に重畳している。
【００２８】
　このため、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、第１画素と第２画素との間に対
応する領域（以下、「画素間領域」という）に、樹脂が拡がる際の通路となり得る凹部は
存在せず、逆に、当該画素間領域には、ＣＦ全体としてみた場合に凸部が形成されること
になる。
　そして、この凸部に対して、画素に対応する領域に形成されたＲ、Ｇ、Ｂに対応する各
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ＣＦ層全体として凹部が形成されている。
【００２９】
　つまり、Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する各ＣＦ層全体で、樹脂が拡がる際の通路となる凹部を形
成しているので、ＣＦに樹脂を滴下した場合に、画素間領域における凸部に樹脂が拡がり
づらくなる一方で、凹部となる各ＣＦ層上には樹脂が拡がり易くなる。
　ＣＦに樹脂を滴下した際に各ＣＦ層上に樹脂が拡がりやすくなるので、ＣＦとＥＬ基板
とを貼り合わせた際の、すなわち、ＥＬ表示パネルにおける、発光層に相当する領域での
樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００３０】
　また、本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルでは、別途特別な材料を用いて画素間領域
に凸部を形成するのではなく、ＣＦ層という既存材料を延設させることにより画素間領域
に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減することができる。
　このように、本態様によれば、隔壁を有さないＣＦを用いたＥＬ表示パネルであっても
、ＥＬ表示パネルにおける、発光層に相当する領域での樹脂の未充填部分を低減すること
ができる。
【００３１】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層は、前記第１画素側に延設されているとしてもよい。
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
領域の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端
部は、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前
記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に
重畳しているとしてもよい。
【００３２】
　本態様のＥＬ表示パネルでは、画素間領域の中央部において、隣接するＣＦ層の端部同
士が重畳している。
　このため、隣接する第１画素と第２画素に対応する各領域に樹脂が均等に拡がり易くな
るので、各領域で樹脂の充填度合いに差が生じ難くなる。また、各領域に樹脂が均等に拡
がり易くなることで、何れの領域においても樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００３３】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側に延設されているとしてもよい。
　本態様のＥＬ表示パネルでは、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、
及び前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層は、前記第３画素側に延設されている。こ
れにより、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各
領域に形成されたＣＦ層と、前記第３画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び
前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層との間隔を狭めることができる。
【００３４】
　このことは、樹脂が拡がる際の通路となる凹部の幅を狭めることを意味するので、ＣＦ
に樹脂を滴下した場合に、第１画素と第３画素との間に対応する画素間領域に樹脂が拡が
りづらくなる一方で、各ＣＦ層上には樹脂が拡がりやすくなる。
　前記隣接する第１画素と第２画素との画素間領域において、隣接するＣＦ層の端部同士
が重畳しているだけでなく、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び
前記第３領域の各領域に形成されたＣＦ層を第３画素側に延設させるので、ＥＬ表示パネ
ルにおいて樹脂の未充填部分をより一層低減することができる。
【００３５】
　ここで、本発明の別の態様として、上記本発明の一態様に係るＥＬ表示パネルを備えた
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ＥＬ表示装置としてもよい。
　本態様のＥＬ表示装置では、上記同様の理由により、ＥＬ表示パネルにおいて発光層に
相当する領域での樹脂の未充填部分を低減することができる。
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１発光部、前記第２発光部、及び前記第３発
光部の各々は、有機発光部であるとしてもよい。
【００３６】
　本態様によれば、前記第１発光部、前記第２発光部、及び前記第３発光部の各々は有機
発光部であるため、有機ＥＬ表示パネルを実現することができる。
　ここで、本発明の別の態様として、有機ＥＬ表示パネルを備えた有機ＥＬ表示装置とし
てもよい。
　本態様の有機ＥＬ表示装置では、上記同様の理由により、ＥＬ表示パネルにおいて発光
層に相当する領域での樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００３７】
　ここで、本発明の一態様であるＥＬ表示パネルの製造方法は、赤色光を出力する第１発
光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画
素が行列状に複数配列されたＥＬ基板を準備する第１工程と、カラーフィルターのベース
を準備する第２工程と、前記ベース上であって、前記ベースの前記ＥＬ基板と対向させる
側に、前記第１発光部に対応する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前
記第３発光部に対応する第３領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁を形成する第
３工程と、前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記
両側の隔壁によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで
、所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第４工程と、前記第２領域
を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画
された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の緑色光を透過す
る第２カラーフィルター層を形成する第５工程と、前記第３領域を区画する両側の隔壁の
上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔壁によって区画された第３領域に対応す
るベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター
層を形成する第６工程と、前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、
及び前記第３カラーフィルター層と、前記ＥＬ基板との間に樹脂材料を充填する第７工程
とを具備し、隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁
は共通しており、共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、前記第１画
素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された第１部分が、
前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域
、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層
の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳することで、前記隣接する
第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において、前記第１部分と前記第２部分
とが重畳しているとした。
【００３８】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分は、前記第１画素側に延設され
ているとしてもよい。
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
前記カラーフィルターの隔壁の上面の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィル
ター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された第１部分は、前記第２画素に対応す
る前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に
形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に
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重畳しているとしてもよい。
【００３９】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側の隔壁の上面に形成された第３部分が、前記第３画素側に
延設されることにより、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の
隔壁の上面に形成された部分より長くなっているとしてもよい。
【００４０】
　ここで、本発明の一態様であるＥＬ表示パネルの製造方法は、赤色光を出力する第１発
光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第３発光部を一単位とする画
素が行列状に複数配列されたＥＬ基板を準備する第１工程と、カラーフィルターのベース
を準備する第２工程と、前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に
、所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第３工程と、前記第２発光
部に対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間隔で離間した第
２領域に、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第４工程と、前記
第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所定の間
隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に、所望の青色光を透過す
る第３カラーフィルター層を形成する第５工程と、前記第１カラーフィルター層、前記第
２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィルター層と、前記ＥＬ基板と、の間に樹
脂材料を充填する第６工程とを具備し、第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域
、及び前記第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１
画素に隣接する第２画素側に延設され、かつ、前記端部となる領域に形成されたカラーフ
ィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記隣接する第１画素と第２画素との間におい
て、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記
第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重
畳しているとした。
【００４１】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層は、前記第１画素側に延設されているとしてもよい。
　ここで、本発明の別の態様として、前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する
領域の中央部において、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記
第３領域の中で端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端
部は、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前
記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に
重畳しているとしてもよい。
【００４２】
　ここで、本発明の別の態様として、前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の各領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差
する方向に隣接する第３画素側に延設されているとしてもよい。
　　［実施の形態１］
＜表示装置１の全体構成＞
　本実施の形態に係る表示装置１の全体構成について、図１を用い説明する。図１は、表
示装置１の全体構成を模式的に示すブロック図である。
【００４３】
　図１に示すように、表示装置１は、有機ＥＬ表示パネル１０と、これに接続された駆動
制御部２０とを有し構成されている。有機ＥＬ表示パネル１０は、有機材料の電界発光現
象を利用したトップエミッション型の有機ＥＬ表示パネルである。
　また、駆動制御部２０は、４つの駆動回路２１～２４と制御回路２５とから構成されて
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いる。
【００４４】
　なお、実際の表示装置１では、有機ＥＬ表示パネル１０に対する駆動制御部２０の配置
については、これに限られない。
＜有機ＥＬ表示パネル１０の構成＞
　（有機ＥＬ表示パネル１０の概略構成）
　有機ＥＬ表示パネル１０の構成について詳細に説明する。図２は、実施の形態１の有機
ＥＬ表示パネル１０の要部を模式的に示す部分断面図である。図２に示すように、実施の
形態１の有機ＥＬ表示パネル１０では、ＴＦＴ基板１０１上に層間絶縁膜１０２が形成さ
れており、この層間絶縁膜１０２上に、陽極１０３ａがサブピクセル単位で行列状にパタ
ーニングして形成されている。
【００４５】
　また、Ｘ軸方向に隣り合う３つのサブピクセルの組み合わせにより１画素（ピクセル）
が構成され、層間絶縁膜１０２上には、補助電極１０３ｂが画素毎に対応してライン状に
形成されている。
　陽極１０３ａ間、及び陽極１０３ａと補助電極１０３ｂとの間にはバンク１０４が形成
されており、バンク１０４で規定された領域内において陽極１０３ａ上には、所定の色の
有機発光層１０５が積層されている。さらに、有機発光層１０５上には、陰極１０６及び
封止層１０７が、それぞれバンク１０４で規定された領域を超えて隣接する有機発光層１
０５及び補助電極１０３ｂのものと連続するように形成されている。
【００４６】
　以上、説明した各構成要素（１０１～１０７）をまとめてＥＬ基板１１という。
　また、カラーフィルター（以下、「ＣＦ」という）の基板本体１１１の一方の面（ＥＬ
基板１１に対向する対向面）にブラックマトリクス（以下、「ＢＭ」という）１１２及び
Ｒ、Ｇ、Ｂに対応した各ＣＦ層１１３が配設されている。
　以上、説明した各構成要素（１１１～１１３）をまとめてＣＦ１２という。
【００４７】
　補助電極１０３ｂ、バンク１０４、及び有機発光層１０５（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）とＢ
Ｍ１１２及びＣＦ１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）との配置関係について説明すると、図２
に示すように、補助電極１０３ｂ及びバンク１０４に対応する領域にはＢＭ１１２が形成
されている。また、有機発光層１０５（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）に対応する各領域には、対
応する色のＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）が形成されている。
【００４８】
　また、画素間には補助電極１０３ｂが形成されているため、画素間に対応するＢＭ（以
下、「画素間ＢＭ」という）１１２は、サブピクセル間に対応するＢＭ（以下、「サブピ
クセル間ＢＭ」という）１１２より幅広になっている。
　ＥＬ基板１１とＣＦ１２との間には、樹脂封止層１２１が充填されている。
　（ＣＦ１２の構成）
　　─ＢＭ１１２の配置位置─
　続いて、ＣＦ１２の構成について詳細に説明する。図３（ａ）は、ＢＭ１１２の配置位
置を模式的に示す図である。図３（ａ）において、白抜き領域は、ＢＭ１１２が形成され
ていない領域を示している。Ｘ軸方向に隣り合う３つの白抜き領域（第１領域１１４、第
２領域１１５、第３領域１１６）を一単位とし、図３（ａ）に示すように、これが行列状
に複数形成されている。ＢＭ１１２は、行列状に形成された、第１領域１１４、第２領域
１１５、及び第３領域１１６の各々を区画するように形成されている。
【００４９】
　Ｘ軸方向において、幅広のＢＭ１１２が画素間ＢＭである。補助電極１０３ｂに対応し
て、画素単位で幅広のＢＭ１１２が形成されている。
　また、ＥＬ基板１１における陽極１０３ａの端部にはコンタクトホールが形成され、陽
極１０３ａのコンタクトホール周辺の領域は、発光が規制される。そのため、ＣＦ１２に
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おいて当該コンタクトホール周辺の領域に対応する領域もＢＭ１１２が形成される。その
結果、Ｙ軸方向のＢＭ１１２は、サブピクセル間ＢＭ１１２に比べて、幅広になっている
。
【００５０】
　　─ＢＭ１１２とＣＦ層１１３との配置関係─
　図３（ｂ）は、実施の形態１のＣＦにおけるＢＭ１１２とＣＦ層１１３との配置関係を
模式的に示す図である。図３（ｂ）に示すように、Ｘ軸方向に隣り合う３つのＣＦ層１１
３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）を１単位とし、これが行列状に複数形成されている。また、Ｃ
Ｆ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）がそれぞれ、互いの方向に延設している。その
ため、ＣＦ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）のＸ軸方向の幅が、ＣＦ層１１３（Ｇ
）のＸ軸方向の幅に比べて、広くなっている。
【００５１】
　ＢＭ１１２とＣＦ層１１３との配置関係について、図４を用いて、より詳細に説明する
。
　図４（ａ）は、実施の形態１のＣＦ１２の構成を示す部分断面図（図３のＡ－Ａ’断面
）であり、図４（ｂ）は、実施の形態１のＣＦ１２の構成を示す部分断面図（図３のＢ－
Ｂ’断面）である。図４（ａ）に示すように、各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）は
、両側のＢＭ１１２の端部上面に一部が乗り上げた状態で形成されている。ここで、ＣＦ
層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）に着目すると、ＣＦ層１１３（Ｒ）における、画
素間ＢＭ１１２上面に形成された部分がＣＦ層１１３（Ｂ）側に、ＣＦ層１１３（Ｂ）に
おける、画素間ＢＭ１１２上面に形成された部分がＣＦ層１１３（Ｒ）側にそれぞれ延設
しており、かつ、それらが重畳している。
【００５２】
　そのため、ＣＦ１２全体として見た場合に、この重畳している部分（画素間に対応する
部分）が凸部となり、画素内に対応する部分に形成された各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）
、（Ｂ）が全体として凹部となっている。
　また、本実施の形態のＣＦ１２では、画素間ＢＭ１１２の中央部において、当該画素間
ＢＭ１１２上面に形成されたＣＦ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）の部分同士が重
畳している。
【００５３】
　ここで、各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）の膜厚ｔｈ１は共通しており、例えば
１～１．８μｍである。ＢＭ１１２上面の凸部の膜厚（ＣＦ層が重畳している部分におけ
る、最も厚い部分の膜厚）ｔｈ２は、２～３．６μｍである。また、ＢＭ１１２の膜厚は
、例えば、１～１．２μｍである。
　このように、実施の形態１のＣＦ１２では、画素間ＢＭ１１２上面に凹部が存在しない
構成となっている。
【００５４】
　また、図４（ｂ）に示すように、ＣＦ層１１３ｂ（Ｂ）の一端である、ＣＦ層１１３ｃ
（Ｂ）側のＢＭ１１２上面に形成された部分が、ＣＦ層１１３ｃ（Ｂ）側に延設している
。このため、当該部分が、ＣＦ層１１３ｂ（Ｂ）の他端である、ＣＦ層１１３ａ（Ｂ）側
のＢＭ１１２上面に形成された部分より長くなっている。
　その結果、ＢＭ１１２上面に形成された、隣接するＣＦ層１１３ｂ（Ｂ）、１１３ｃ（
Ｂ）の部分同士の間隔ｌ２は、後述する比較用のＣＦにおける間隔ｌ５（図６（ｃ）参照
）（すなわち、ＣＦ層１１３ｃ（Ｂ）側に延設しない場合）と比較し、狭くなっている。
間隔ｌ２は、図４（ａ）に示す間隔ｌ１（ＣＦ層１１３（Ｒ）における、サブピクセル間
ＢＭ１１２上面に形成された部分と、隣接するＣＦ層１１３（Ｇ）における、当該サブピ
クセル間ＢＭ１１２上面に形成された部分との間隔）と同一、または所定の近似値の範囲
内であることが好ましい。所定の近似値の範囲内とは、間隔ｌ１に対して例えば０．５～
１．５倍の範囲内である。間隔ｌ１は、例えば１０μｍである。その場合には、間隔ｌ２
は、５～１５μｍであることが望ましい。
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【００５５】
　なお、ここでは図示しないが、ＣＦ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｇ）についても
、図４（ｂ）で示したものと同様の構成となっている。
　続いて、有機ＥＬ表示パネル１０における各部の材料等について詳細に説明する。
＜各部構成＞
　ＴＦＴ基板１０１は、例えば、無アルカリガラス、ソーダガラス、無蛍光ガラス、燐酸
系ガラス、硼酸系ガラス、石英、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリカーボネート系
樹脂、エポキシ系樹脂、ポリエチレン、ポリエステル、シリコーン系樹脂、又はアルミナ
等の絶縁性材料の基板本体上に、ＴＦＴ、配線部材、および前記ＴＦＴを被覆するパッシ
ベーション膜など（図示せず）を形成した構成である。また、前記基板本体は有機樹脂フ
ィルムであってもかまわない。
【００５６】
　層間絶縁膜１０２は、ＴＦＴ基板１０１の表面段差を平坦に調整するために設けられ、
ポリイミド系樹脂またはアクリル系樹脂等の絶縁材料で構成されている。
　陽極１０３ａ及び補助電極１０３ｂは、Ａｌ（アルミニウム）、あるいはアルミニウム
合金で形成されている。なお、陽極１０３は、例えば、Ａｇ（銀）、銀とパラジウムと銅
との合金、銀とルビジウムと金との合金、ＭｏＣｒ（モリブデンとクロムの合金）、Ｎｉ
Ｃｒ（ニッケルとクロムの合金）等で形成されていても良い。本実施の形態１に係る有機
ＥＬ表示パネル１０はトップエミッション型であるので、陽極１０３は、光反射性の材料
で形成されていることが好ましい。
【００５７】
　バンク１０４は、樹脂等の有機材料で形成されており絶縁性を有する。有機材料の例と
して、アクリル系樹脂、ポリイミド系樹脂、ノボラック型フェノール樹脂等が挙げられる
。バンク１０４は、有機溶剤耐性を有することが好ましい。さらに、バンク１０４はエッ
チング処理、ベーク処理等がされることがあるので、それらの処理に対して過度に変形、
変質などをしないような耐性の高い材料で形成されることが好ましい。
【００５８】
　有機発光層１０５は、例えば、特開平５－１６３４８８号公報に記載のオキシノイド化
合物、ペリレン化合物、クマリン化合物、アザクマリン化合物、オキサゾール化合物、オ
キサジアゾール化合物、ペリノン化合物、ピロロピロール化合物、ナフタレン化合物、ア
ントラセン化合物、フルオレン化合物、フルオランテン化合物、テトラセン化合物、ピレ
ン化合物、コロネン化合物、キノロン化合物及びアザキノロン化合物、ピラゾリン誘導体
及びピラゾロン誘導体、ローダミン化合物、クリセン化合物、フェナントレン化合物、シ
クロペンタジエン化合物、スチルベン化合物、ジフェニルキノン化合物、スチリル化合物
、ブタジエン化合物、ジシアノメチレンピラン化合物、ジシアノメチレンチオピラン化合
物、フルオレセイン化合物、ピリリウム化合物、チアピリリウム化合物、セレナピリリウ
ム化合物、テルロピリリウム化合物、芳香族アルダジエン化合物、オリゴフェニレン化合
物、チオキサンテン化合物、シアニン化合物、アクリジン化合物、８－ヒドロキシキノリ
ン化合物の金属錯体、２－ビピリジン化合物の金属錯体、シッフ塩とＩＩＩ族金属との錯
体、オキシン金属錯体、希土類錯体等の蛍光物質で形成されることが好ましい。
【００５９】
　陰極１０６は、例えば、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）やＩＺＯ（酸化インジウム亜鉛
）等で形成される。有機ＥＬ表示パネル１０はトップエミッション型であるので、陰極１
０６は、光透過性の材料で形成されることが好ましい。
　封止層１０７は、有機発光層１０５等が水分に晒されたり、空気に晒されたりすること
を抑制する機能を有し、例えば、ＳｉＯ（酸化シリコン）、ＳｉＮ（窒化シリコン）、Ｓ
ｉＯＮ（酸窒化シリコン）、ＳｉＣ（炭化ケイ素）、ＳｉＯＣ（炭素含有酸化シリコン）
、ＡｌＮ（窒化アルミニウム）、Ａｌ2Ｏ3（酸化アルミニウム）等の材料で形成される。
有機ＥＬ表示パネル１０はトップエミッション型であるので、封止層１０７は、光透過性
の材料で形成されることが好ましい。
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【００６０】
　ＣＦの基板本体１１１は、有機ＥＬ表示パネル１０における前面基板であり、ＴＦＴ基
板１０１における基板本体と同様の材料で構成することができる。但し、有機ＥＬ表示パ
ネル１０をトップエミッション型にするため、良好な透明性を持つことが要求される。
　ＢＭ１１２は、有機ＥＬ表示パネル１０の表示面への外光の照り返しや外光の入射を防
止し、表示コントラストを向上させる目的で設けられる黒色層である。例えば光吸収性及
び遮光性に優れる黒色顔料を含む紫外線硬化樹脂材料で構成される。
【００６１】
　ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）は、赤色、緑色、青色に対応した各々の波長域の
可視光を透過する、公知の樹脂材料で構成されている。
　樹脂封止層１２１は、外部からの水分やガスの侵入を防止する目的で配設され、各種透
明樹脂材料（エポキシ系樹脂、アクリル系樹脂、シリコーン系樹脂等）で構成される。樹
脂材料の粘度は、樹脂材料の拡がり具合と密着性とを考慮し設定される必要があり、例え
ば、５００ｍＰａ・ｓである。
【００６２】
　　＜製造方法＞
　続いて、ＣＦ１２の製造工程を例示する。図５は、ＣＦ１２の製造工程の一例を示す図
である。まず、紫外線硬化樹脂（例えば紫外線硬化アクリル樹脂）材料を主成分とし、こ
れに黒色顔料を添加してなるＢＭ材料を溶媒に分散させ、ＢＭペーストを調整する。これ
を基板本体１１１の一方の面に塗布する（図５（ａ））。
【００６３】
　塗布したＢＭペーストを乾燥し、溶媒をある程度揮発させて形態を保持できる程度にな
ったら、ＥＬ基板１１側に形成されるバンク１０４位置に対応するように所定形状の開口
部を持つパターンマスクを重ねる（図５（ｂ））。そして、重ねたパターンマスクの上か
ら紫外線照射を行う。
　その後、塗布・溶媒除去したＢＭペーストを焼成し、パターンマスク及び未硬化のＢＭ
ペーストを除去して現像し、キュアすると、図５（ｃ）に示すように、バンク１０４の位
置に合わせたＢＭ１１２が完成する。
【００６４】
　次に、ＢＭ１１２を形成した基板表面に、紫外線硬化樹脂成分を主成分とするＣＦ層１
１３（Ｒ）の材料を溶媒に分散させ、ペースト（Ｒ）を塗布する。溶媒を一定除去した後
、所定のパターンマスクを載置し、紫外線照射を行う。
　その後、キュアを行い、パターンマスク及び未硬化のペースト（Ｒ）を除去して現像す
ると、図５（ｄ）に示すように、ＣＦ層１１３（Ｒ）が形成される。
【００６５】
　ＣＦ層１１３（Ｒ）は、ＢＭ１１２の形状に沿って形成されており、両側のＢＭ１１２
の端部上面に一部が乗り上げた状態となっている。また、ＣＦ層１１３（Ｒ）における、
画素間ＢＭ１１２上面に形成された部分が、サブピクセル間ＢＭ１１２上面に形成された
部分より長くなっている。
　上記ＣＦ層１１３（Ｒ）形成工程を各色のＣＦ材料について同様に繰り返すことで、Ｃ
Ｆ層１１３（Ｇ）、（Ｂ）を形成する。これにより、各有機発光層１０５の位置に合わせ
てＣＦ層１１３（Ｇ）、（Ｂ）が形成される（図５（ｅ）、（ｆ））。
【００６６】
　ＣＦ層１１３（Ｇ）、（Ｂ）も、ＣＦ層１１３（Ｒ）と同様、ＢＭ１１２の形状に沿っ
て形成されており、両側のＢＭ１１２の端部上面に一部が乗り上げた状態となっている。
ただし、ＣＦ層１１３（Ｂ）における、画素間ＢＭ１１２上面に形成された部分が、サブ
ピクセル間ＢＭ１１２上面に形成された部分より長くなっており、かつ、ＣＦ層１１３（
Ｒ）における、画素間ＢＭ１１２上面に形成された部分に重畳している。
【００６７】
　また、ＣＦ層１１３（Ｇ）においては、当該ＣＦ層の両側のＢＭ１１２上面に形成され
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た部分はどちらも延設されていない。
　以上の工程を経ることで、本実施の形態のＣＦ１２が完成する。
　この後の工程について簡単に説明すると、完成したＣＦ１２の外周部分に、所定の工程
を経て完成したＥＬ基板１１と当該ＣＦ１２とを封止するためのシール材（ＤＡＭ）のペ
ーストを塗布し、さらに、ＣＦ１２の外周部分を除く部分に樹脂封止用の樹脂材料（ＦＩ
ＬＬ）を、所定の間隔を空けて滴下していく。滴下が終了すると、その後、真空状態にお
いてＥＬ基板１１とＣＦ１２とを貼り合わせた後、焼成して封止工程を完了すると、有機
ＥＬ表示パネル１０が完成する。
【００６８】
　　＜本実施の形態のＣＦと比較用のＣＦとの比較＞
　続いて、本実施の形態におけるＣＦ１２と比較用のＣＦとで、樹脂の拡がり具合にどの
ような違いがあるかについて説明する。ここで、比較用のＣＦとして、画素間ＢＭ１１２
上に形成されたＣＦ層の部分を延設していないものを用いる。以下、比較用のＣＦについ
て説明する。
【００６９】
　（比較用のＣＦにおけるＢＭ２１２とＣＦ層２１３との配置関係）
　比較用のＣＦにおけるＢＭの配置位置に関しては、図３（ａ）に示したものと同様であ
る。図６（ａ）は、比較用のＣＦのＢＭとＣＦ層との配置関係を模式的に示す図である。
図６（ａ）に示すように、Ｘ軸方向に隣り合う３つのＣＦ層２１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ
）を１単位とし、これが行列状に複数形成されている。この点については、図３（ｂ）で
示したものと同様である。ただし、比較用のＣＦでは、ＣＦ層２１３（Ｒ）、（Ｇ）、（
Ｂ）の各々のＸ軸方向及びＹ軸方向の幅は、同一である。
【００７０】
　ＢＭ２１２とＣＦ層２１３との配置関係について、図６（ｂ）及び図６（ｃ）を用いて
、より詳細に説明する。
　図６（ｂ）は、比較用のＣＦの構成を示す部分断面図（図６（ａ）のＣ－Ｃ’断面）で
あり、図６（ｃ）は、比較用のＣＦの構成を示す部分断面図（図６（ａ）のＤ－Ｄ’断面
）である。図６（ｂ）に示すように、各ＣＦ層２１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）は、両側の
ＢＭ２１２の端部上面に一部が乗り上げた状態で形成されている。この点については、実
施の形態１のＣＦ１２と同様である。ただし、ＣＦ層２１３（Ｒ）に着目すると、ＣＦ層
２１３（Ｒ）における、画素間ＢＭ上面に形成された部分が、隣接するＣＦ層２１３（Ｂ
）側に延設されていない。続いてＣＦ層２１３（Ｂ）に着目すると、ＣＦ層２１３（Ｒ）
と同様、ＣＦ層２１３（Ｂ）における、画素間ＢＭ上面に形成された部分が、隣接するＣ
Ｆ層２１３（Ｒ）側に延設されていない。すなわち、ＣＦ層２１３（Ｒ）及びＣＦ層２１
３（Ｂ）における、画素間ＢＭ上面に形成された部分とサブピクセル間ＢＭ上面に形成さ
れた部分の幅は、同一である。
【００７１】
　その結果、画素間ＢＭ２１２上面に形成されたＣＦ層２１３（Ｒ）の部分と当該画素間
ＢＭ上面に形成されたＣＦ層２１３（Ｂ）の部分との間隔ｌ３は、サブピクセル間ＢＭ上
面に形成されたＣＦ層２１３（Ｒ）の部分と当該サブピクセル間ＢＭ上面に形成された、
隣接するＣＦ層２１３（Ｇ）の部分との間隔ｌ４に比べて、広くなっている。間隔ｌ４が
、例えば１０μｍである場合には、間隔ｌ３は例えば４０μｍである。
【００７２】
　また、図６（ｃ）に示すように、ＣＦ層２１３ｂ（Ｂ）の一端である、ＣＦ層２１３ｃ
（Ｂ）側のＢＭ２１２上面に形成された部分も、当該ＣＦ層２１３ｃ（Ｂ）側に延設され
ていない。そのため、ＢＭ２１２上面に形成された、隣接するＣＦ層２１３ｂ（Ｂ）、２
１３ｃ（Ｂ）の部分同士の間隔ｌ５も、間隔ｌ４に比べて広くなっている。間隔ｌ４が、
例えば１０μｍである場合には、間隔ｌ５は例えば４０μｍである。
【００７３】
　なお、ここでは図示しないが、ＣＦ層２１３（Ｒ）及びＣＦ層２１３（Ｇ）についても
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、図６（ｃ）で示したものと同様の構成となっている。
　このように、比較用のＣＦでは、Ｘ軸方向及びＹ軸方向ともに、画素間ＢＭ２１２上に
おいて幅広の凹部が形成されている。
　（比較用のＣＦにおける樹脂の拡がり具合）
　図７（ａ）は、比較用のＣＦに樹脂２２１１を複数滴、滴下した状態を示す模式図及び
比較用のＣＦでの樹脂の拡がり具合を示す模式図である。図７（ｂ）は、樹脂２２１１が
滴下された状態における、比較用のＣＦの構成を示す模式図（図７（ａ）のＥ－Ｅ’断面
）である。
【００７４】
　図７（ａ）上図に示すように、ＣＦ上には、樹脂２２１１が所定間隔を空けて複数滴、
滴下される。樹脂２２１１が滴下された後、ＣＦ上では樹脂が拡がり始めるが、図７（ａ
）下図、及び図７（ｂ）に示すように、樹脂２２１１は、ＣＦ層上ではなく、画素間ＢＭ
１１２上から拡がり始める。これは、ＣＦが凹凸形状を有しており、ＣＦ層上面に比べＢ
Ｍ上面が低い位置にあるため、より低い位置にあるＢＭ上面が、樹脂が拡がる際の通路と
なるからである。なお、サブピクセル間ＢＭ上面もＣＦ層上面に比べ低い位置にあるが、
サブピクセル間ＢＭ上面においては、隣接するＣＦ層の間隔が十分に狭い。そのため、表
面張力の影響により、樹脂が拡がらないと考えられる。
【００７５】
　このように、比較用のＣＦでは、画素間ＢＭ１１２上面に樹脂が真っ先に拡がるため、
ＣＦ層上に樹脂が拡がっていない領域が存在する。このため、ＣＦとＥＬ基板とを貼り合
わせて構成される有機ＥＬ表示パネル１０において、有機発光層に相当する領域では樹脂
が充填されていない未充填部分が生じる。
　図８は、比較用のＣＦを用いた有機ＥＬ表示パネル１０００の構成を模式的に示す部分
断面端面図である。図８において白塗り領域は、樹脂が充填されていない未充填領域を示
す。図８に示すように、比較用のＣＦを用いた有機ＥＬ表示パネル１０００では、ＣＦと
ＥＬ基板とを貼り合わせる際の圧力により、有機発光層側に樹脂が一部拡がるものの、未
充填部分を排除するには至っていない。
【００７６】
　したがって、画素間ＢＭに対応する領域では、樹脂２２１が充填されているものの、有
機発光層に相当する領域では、未充填領域が生じている。
　なお、ここでは、Ｙ軸方向への拡がりについて説明したが、Ｘ軸方向への拡がりについ
ても幅広の凹が存在するため、同様のことが言える。
　（本実施の形態のＣＦ１２における樹脂の拡がり具合）
　続いて、本実施の形態のＣＦ１２に樹脂を滴下した場合の拡がり具合について説明する
。図９（ａ）は、実施の形態１のＣＦに樹脂を滴下した状態を示す模式図及び実施の形態
１のＣＦでの樹脂の拡がり具合を示す模式図である。図９（ｂ）は、樹脂が滴下された状
態における、実施の形態１のＣＦ１２の構成を示す模式図（図９（ａ）のＦ－Ｆ’断面）
である。
【００７７】
　本実施の形態のＣＦ１２では、ＣＦ１２全体として見た場合に、画素間ＢＭ上面に凸部
が形成され、画素内に対応する部分に形成された各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）
全体として凹部が形成されている。
　そのため、ＢＭ１１２と各ＣＦ層とで段差が生じているものの、画素間ＢＭ上面には幅
広の凹部は存在していない。
【００７８】
　比較用のＣＦでの樹脂の拡がり方から明らかなように、樹脂は幅広の凹部から拡がって
いく。実施の形態１のＣＦ１２では、画素内に対応する部分に形成された各ＣＦ層１１３
（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）が、全体として幅広の凹部となるので、比較用のＣＦとは逆に、
図９（ａ）下図に示すように、樹脂１２１１は、各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）
上から真っ先に拡がっていく。
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【００７９】
　したがって、画素間ＢＭ上面の凹部にのみ樹脂が多量に拡がるということを抑制するこ
とができる。
　その結果、ＣＦとＥＬ基板とを貼り合わせた際には、図２に示したように、有機発光層
に相当する領域に樹脂が充填される。
　また、本実施の形態のＣＦ１２では、画素間ＢＭ１１２の中央部において、当該画素間
ＢＭ１１２上面に形成されたＣＦ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）の部分同士が重
畳している。このため、図９（ｂ）に示すように、隣接する画素に対応する各領域に樹脂
が均等に拡がり易くなるので、各領域で樹脂の充填度合いに差が生じ難くなる。また、各
領域に樹脂が均等に拡がり易くなることで、何れの領域においても樹脂の未充填部分を低
減することができる。
【００８０】
　なお、ここでは、Ｙ軸方向への拡がりについて説明したが、Ｘ軸方向への拡がりに
ついては、図１０を用いて説明する。図１０（ａ）は、実施の形態１のＣＦ１２での樹脂
の拡がり具合を示す模式図であり（図９（ａ）の領域Ａ）、図１０（ｂ）は、樹脂が滴下
された状態における、実施の形態１のＣＦの構成を示す模式図（図９（ａ）のＧ－Ｇ’断
面）である。図４（ａ）、（ｂ）に示したように、画素間ＢＭ１１２上面における間隔ｌ
２は、サブピクセル間ＢＭ１１２における間隔ｌ１と同一または所定の近似値の範囲内で
ある。そのため、ＢＭ１１２と各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）とで段差が生じて
いるものの、画素間ＢＭ１１２上面には幅広の凹部は存在しない。よって、画素間ＢＭ上
面の凹部に樹脂が真っ先に拡がっていくのではなく、図１０（ａ）、（ｂ）に示すように
、樹脂はＣＦ１２上を同心円状に拡がっていく。
【００８１】
　したがって、Ｘ軸方向への拡がりに関しても、画素間ＢＭ上面の凹部にのみ樹脂が
多量に拡がるということを抑制することができる。
　以上のように本実施の形態によれば、ＣＦ層１１３（Ｂ）における、画素間ＢＭ１１２
の上面に形成された部分が、隣接するＣＦ層１１３（Ｒ）側に延設され、かつ、ＣＦ層１
１３（Ｒ）における、画素間ＢＭ１１２の上面に形成された部分に重畳している。
【００８２】
　このため、画素間ＢＭ１１２の幅が、サブピクセル間ＢＭ１１２の幅より広くなってい
るものの、画素間ＢＭ１１２上には、樹脂が拡がる際の通路となり得る幅広の凹部は存在
しない。
　画素間ＢＭ１１２上には、ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）が重畳されているため、ＣＦ１
２全体としてみた場合には、逆に、凸部が形成されることになる。そして、この凸部に対
して、画素に対応する領域に形成された各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）全体とし
て凹部が形成されている。
【００８３】
　このことは、各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）全体で、樹脂が拡がる際の通路と
なる凹部を形成していることを意味するので、ＣＦ１２に樹脂を滴下した場合に、画素間
ＢＭ１１２上面の凸部に樹脂が拡がりづらくなる一方で、凹部となる各ＣＦ層１１３（Ｒ
）、（Ｇ）、（Ｂ）上には樹脂が拡がり易くなる。
　ＣＦ１２に樹脂を滴下した際に各ＣＦ層１１３上に樹脂が拡がりやすくなるので、ＣＦ
１２とＥＬ基板１１とを貼り合わせた際の、すなわち、有機ＥＬ表示パネル１０における
、有機発光層に相当する領域での樹脂の未充填部分を低減することができる。
【００８４】
　また、本実施の形態の有機ＥＬ表示パネル１０では、別途特別な材料を用いて画素間Ｂ
Ｍ１１２上に凸部を形成するのではなく、ＣＦ層という既存材料を延設させることにより
画素間ＢＭ１１２上に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分を低減すること
ができる。
　　［変形例１－１］
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　続いて、ＣＦにおける各ＣＦ層をストライプ状に形成した一変形例について説明する。
図１１は、変形例１－１におけるＢＭとＣＦ層との配置関係を模式的に示す図である。図
１１に示すように、ＣＦ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）がそれぞれ、互いの方向
に延設している。この点においては、図３（ｂ）で示したＣＦ１２と共通している。ただ
し、変形例１－１のＣＦ１２では、各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）がストライプ
状に形成されている。すなわち、Ｙ軸方向においては、各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、
（Ｂ）は、サブピクセルに相当する領域毎にパターニングされるのではなく、連続して形
成されている。
【００８５】
　これにより、Ｙ軸方向においては、ＢＭ１１２上面における凹部が存在しないため、各
ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）上への樹脂の拡がりをより一層促進させることがで
きる。
　なお、ＢＭ１１２の配置位置に関しては図３（ａ）で示したものと同様である。
　　［実施の形態２］
　本実施の形態では、ＢＭが形成されず、Ｒ、Ｇ、Ｂに対応する各ＣＦ層のみが形成され
たＣＦについて説明する。
＜有機ＥＬ表示パネル１０の構成＞
　（有機ＥＬ表示パネル１０の概略構成）
　本実施の形態の有機ＥＬ表示パネル１０の構成について詳細に説明する。図１２は、実
施の形態２の有機ＥＬ表示パネル１０の要部を模式的に示す部分断面図である。図１２に
示すように、基板本体１１１の一方の面（ＥＬ基板１１に対向する対向面）で、かつ、有
機発光層１０５（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）に対応する各領域に、対応する色のＣＦ層１１３
（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）がそれぞれ形成されている。
【００８６】
　ＥＬ基板１１については、実施の形態１と同様であるので、ここではその説明を省略す
る。
　続いて、ＣＦ１２の構成について詳細に説明する。図１３（ａ）は、実施の形態２のＣ
Ｆ層の配置関係を模式的に示す図である。図１３（ａ）に示すように、ＣＦ層１１３（Ｒ
）及びＣＦ層１１３（Ｂ）がそれぞれ、互いの方向に延設している。そのため、ＣＦ層１
１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）のＸ軸方向の幅が、ＣＦ層１１３（Ｇ）のＸ軸方向の
幅に比べて、広くなっている。
【００８７】
　ＢＭ１１２とＣＦ層１１３との配置関係について、図１３（ｂ）、（ｃ）を用いて、よ
り詳細に説明する。図１３（ｂ）は、実施の形態２のＣＦの構成を示す部分断面図（図１
３（ａ）のＨ－Ｈ’断面）である。図１３（ｃ）は、実施の形態２のＣＦの構成を示す部
分断面図（図１３（ａ）のＩ－Ｉ’断面）である。
　図１３（ｂ）において、ＣＦ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｂ）に着目すると、Ｃ
Ｆ層１１３（Ｒ）のＣＦ層１１３（Ｂ）側の端部と、ＣＦ層１１３（Ｂ）のＣＦ層１１３
（Ｒ）側の端部とが重畳している。
【００８８】
　そのため、ＣＦ１２全体として見た場合に、この重畳している部分（画素間に対応する
部分）が凸部となり、画素内に対応する部分に形成された各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）
、（Ｂ）が全体として凹部となる。
　また、図１３（ａ）及び図１３（ｃ）に示すように、ＣＦ層１１３（Ｂ）は、Ｙ軸方向
に延設している。隣接するＣＦ層１１３（Ｂ）の間隔ｌ７は、図１３（ｂ）に示した間隔
ｌ６と同一、または所定の近似値の範囲内であることが好ましい。所定の近似値の範囲内
については、実施の形態１で述べた通りである。
【００８９】
　なお、ここでは図示しないが、ＣＦ層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｇ）についても
、図１３（ｃ）で示したものと同様の構成となっている。
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　以上のように、ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）のみが形成されたＣＦでは、隣接
するＣＦ層間の領域が、ＣＦ全体としてみた場合に凹部となるが、上述したように、ＣＦ
層１１３（Ｒ）及びＣＦ層１１３（Ｇ）をそれぞれ互いの方向に延設し、かつ、それらを
重畳させることにより、隣接するＣＦ層間の領域に、ＣＦ全体としてみた場合に凸部を形
成することができる。そして、この凸部に対して、ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）
全体として凹部が形成されるので、ＣＦに樹脂を滴下した場合に、隣接するＣＦ層間の領
域における凸部に樹脂が拡がりづらくなる一方で、凹部となる各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（
Ｇ）、（Ｂ）上には樹脂が拡がり易くなる。
【００９０】
　ＣＦに樹脂を滴下した際に各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）上に樹脂が拡がりや
すくなるので、ＣＦ１２とＥＬ基板１１とを貼り合わせた際の、すなわち、有機ＥＬ表示
パネル１０における、有機発光層に相当する領域での樹脂の未充填部分を低減することが
できる。
　また、本実施の形態のＣＦ１２において、各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）をＹ
軸方向に延設することにより、隣接するＣＦ層間の領域における凹部を狭めることができ
る。その結果、ＣＦ層上への樹脂の拡がりを促進することができる。
【００９１】
　さらに、本実施の形態の有機ＥＬ表示パネル１０では、別途特別な材料を用いて隣接す
るＣＦ層間の領域に凸部を形成するのではなく、ＣＦ層という既存材料を幅広に形成する
ことにより隣接するＣＦ層間の領域に凸部を形成するので、簡易な構成により未充填部分
を低減することができる。
　なお、各ＣＦ層１１３（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）が、ストライプ状に形成されていてもよ
い。
（補足）
　以上、本発明に係る有機ＥＬ表示パネル１０について、実施の形態に基づいて説明した
が、本発明は上記実施の形態に限られないことは勿論である。
（１）上記実施の形態におけるＥＬ基板１１において、陽極１０３ａと有機発光層１０５
との間には、必要に応じて、ホール注入層、ホール輸送層またはホール注入兼輸送層が介
挿されていてもよいし、陰極１０６と有機発光層１０５との間には、必要に応じて、電子
注入層、電子輸送層または電子注入兼輸送層が介挿されていてもよい。
（２）上記実施の形態では、有機ＥＬ表示パネル１０のＣＦ１２を例に挙げて説明したが
、このＣＦ１２を無機ＥＬ表示パネルに適用してもよい。
（３）上記実施の形態では、第１領域１１４、第２領域１１５、及び第３領域１１６の各
々を区画する隔壁として、ＢＭ１１２を例に挙げて説明したが、各領域を区画する隔壁と
して機能すればＢＭ１１２に限らない。例えば、黒色顔料以外の色の顔料を含む紫外線硬
化樹脂材料からなる隔壁であってもよい。
（４）上記実施の形態では、画素間ＢＭ１１２の中央部において隣接するＣＦ層の端部同
士が重畳している構成としたが、重畳位置は中央部に限らない。画素間ＢＭ１１２上面で
隣接するＣＦ層の端部同士が重畳していればよい。
（５）上記実施の形態では、画素の端部に対応する領域にＣＦ層１１３（Ｂ）とＣＦ層１
１３（Ｒ）とが形成されていたが、配置関係はこれに限定されず、例えば、画素の端部に
対応する領域にＣＦ層１１３（Ｇ）が形成されていてもよい。
（６）上記実施の形態では、図４（ｂ）に示すように、ＣＦ層１１３ｂ（Ｂ）の一端であ
る、ＣＦ層１１３ｃ（Ｂ）側のＢＭ１１２上面に形成された部分が、ＣＦ層１１３ｃ（Ｂ
）側に延設し、当該部分が、ＣＦ層１１３ｂ（Ｂ）の他端である、ＣＦ層１１３ａ（Ｂ）
側のＢＭ１１２上面に形成された部分より長くなっているとしたが、これに限らず、間隔
ｌ２が上記所定の近似値の範囲内になっていれば次のような構成でもよい。例えば、ＢＭ
１１２上面に形成された、隣接するＣＦ層１１３の部分同士がそれぞれ、互いの方向に延
設しているとしてもよい。
（７）上記各実施の形態では、表示装置１の外観を示さなかったが、例えば、図１４に示
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すような外観を有するものとすることができる。
（８）上記図７（ａ）に比較用のＣＦに樹脂を滴下した際の樹脂の拡がり具合を示す模式
図を示したが、図１５は、実際に比較用のＣＦに樹脂を滴下した際の樹脂の拡がり具合を
示す写真である。図１５からも、樹脂が、ＣＦ層上ではなく、画素間ＢＭ上から拡がり始
めることが確認できる。
（９）上記実施の形態及び上記各変形例をそれぞれ組み合わせるとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明は、例えば、家庭用もしくは公共施設、あるいは業務用の各種表示装置、テレビ
ジョン装置、携帯型電子機器用ディスプレイ等に利用可能である。
【符号の説明】
【００９３】
１　　　　　表示装置
１０　　　　有機ＥＬ表示パネル
２０　　　　駆動制御部
２１－２４　駆動回路
２５　　　　制御回路
１０１　　　ＴＦＴ基板
１０２　　　層間絶縁膜
１０３ａ　　陽極
１０３ｂ　　補助電極
１０４　　　バンク
１０５　　　有機発光層
１０６　　　陰極
１０７　　　封止層
１１１　　　基板
１１２　　　ブラックマトリクス
１１３　　　ＣＦ層
１２１　　　樹脂封止層
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板と、
　前記ＥＬ基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、
　前記カラーフィルターのベースの前記ＥＬ基板側に形成され、前記第１発光部に対応す
る第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発光部に対応する第３領
域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁と、
　前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
、所望の赤色光を透過する第１カラーフィルター層と、
　前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、
　前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで形成され
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、所望の青色光を透過する第３カラーフィルター層と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記ＥＬ基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、
　隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は共通して
おり、
　共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
第１部分が、前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、
前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラー
フィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳することで、
　前記隣接する第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において、前記第１部分
と前記第２部分とが重畳している
　ＥＬ表示パネル。
【請求項２】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された第２部分は、前記第１画素側に延設されている
　請求項１記載のＥＬ表示パネル。
【請求項３】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁の上面
の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
第１部分は、
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された第２部分に重畳している
　請求項２記載のＥＬ表示パネル。
【請求項４】
　前記ＥＬ基板は、前記第１画素と前記第２画素との間に補助電極が配置され、
　前記共通している隔壁は、前記補助電極と対向する位置に形成されている
　請求項１～３のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項５】
　前記樹脂は封止樹脂である、
　請求項１～４のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項６】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側の隔
壁の上面に形成された第３部分が、前記第３画素側に延設されることにより、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の隔壁の上面に形成され
た部分より長くなっている
　請求項１～５のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項７】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板と、
　前記ＥＬ基板の光の出力側に設けられたカラーフィルターのベースと、
　前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に形成され、所望の赤色
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光を透過する第１カラーフィルター層と、
　前記第２発光部に対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間
隔で離間した第２領域に形成され、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層と、
　前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所
定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に形成され、所望の
青色光を透過する第３カラーフィルター層と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記ＥＬ基板との間に充填された樹脂層と、を具備し、
　第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる
領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され
、かつ、前記端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部
は、前記隣接する第１画素と第２画素との間において、前記第２画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成された
カラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　ＥＬ表示パネル。
【請求項８】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素側に延設されて
いる
　請求項７記載のＥＬ表示パネル。
【請求項９】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する領域の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記第２画素に
対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する
領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　請求項８記載のＥＬ表示パネル。
【請求項１０】
　前記ＥＬ基板は、前記第１画素と前記第２画素との間に補助電極が配置されている、
　請求項７～９のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項１１】
　前記樹脂は封止樹脂である、
　請求項７～１０のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項１２】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側に延
設されている
　請求項７～１１のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネルを備えた、
　ＥＬ表示装置。
【請求項１４】
　前記第１発光部、前記第２発光部、及び前記第３発光部の各々は、有機発光部である、
　請求項１～１３のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネル。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のＥＬ表示パネルを備えた、
　有機ＥＬ表示装置。
【請求項１６】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板を準備する第１工程と、
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　カラーフィルターのベースを準備する第２工程と、
　前記ベース上であって、前記ベースの前記ＥＬ基板と対向させる側に、前記第１発光部
に対応する第１領域、前記第２発光部に対応する第２領域、及び前記第３発光部に対応す
る第３領域の各々を区画するカラーフィルターの隔壁を形成する第３工程と、
　前記第１領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第１領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
赤色光を透過する第１カラーフィルター層を形成する第４工程と、
　前記第２領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第２領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第５工程と、
　前記第３領域を区画する両側の隔壁の上面から前記両側の隔壁の側面及び前記両側の隔
壁によって区画された第３領域に対応するベースの表面、に沿った形状に窪んで、所望の
青色光を透過する第３カラーフィルター層を形成する第６工程と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記ＥＬ基板との間に樹脂材料を充填する第７工程とを具備し、
　隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁は共通して
おり、
　共通している隔壁の幅は、各画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第
３領域間の各々の前記カラーフィルターの隔壁の幅より広く、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
第１部分が、
　前記第２画素側に延設され、かつ、前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領
域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター
層の、前記第１画素側の隔壁の上面に形成された第２部分に重畳することで、
　前記隣接する第１画素と第２画素との間の前記共通した隔壁上において、前記第１部分
と前記第２部分とが重畳している
　ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項１７】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された第２部分は、前記第１画素側に延設されている
　請求項１６記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項１８】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する前記カラーフィルターの隔壁の上面
の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の隔壁の上面に形成された
第１部分は、
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の隔壁の上面
に形成された第２部分に重畳している
　請求項１７記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項１９】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側の隔
壁の上面に形成された第３部分が、前記第３画素側に延設されることにより、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層の、前記第３画素側の隔壁の反対側の隔壁の上面に形成され
た部分より長くなっている
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　請求項１６～１８のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項２０】
　赤色光を出力する第１発光部、緑色光を出力する第２発光部、及び青色光を出力する第
３発光部を一単位とする画素が行列状に複数配列されたＥＬ基板を準備する第１工程と、
　カラーフィルターのベースを準備する第２工程と、
　前記第１発光部に対応するベースの表面の領域である第１領域に、所望の赤色光を透過
する第１カラーフィルター層を形成する第３工程と、
　前記第２発光部に対応するベースの表面であって、第１カラーフィルター層と所定の間
隔で離間した第２領域に、所望の緑色光を透過する第２カラーフィルター層を形成する第
４工程と、
　前記第３発光部に対応するベースの表面であって、第２カラーフィルター層と、前記所
定の間隔と同一、あるいは所定の近似値の範囲内で離間した第３領域に、所望の青色光を
透過する第３カラーフィルター層を形成する第５工程と、
　前記第１カラーフィルター層、前記第２カラーフィルター層、及び前記第３カラーフィ
ルター層と、前記ＥＬ基板と、の間に樹脂材料を充填する第６工程とを具備し、
　第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部となる
領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素に隣接する第２画素側に延設され
、かつ、前記端部となる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部
は、前記隣接する第１画素と第２画素との間において、前記第２画素に対応する前記第１
領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する領域に形成された
カラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項２１】
　前記第２画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第
１画素に隣接する領域に形成されたカラーフィルター層は、前記第１画素側に延設されて
いる
　請求項２０記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項２２】
　前記隣接する第１画素と第２画素との間に対応する領域の中央部において、
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で端部と
なる領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第２画素側の端部は、前記第２画素に
対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の中で前記第１画素に隣接する
領域に形成されたカラーフィルター層の、前記第１画素側の端部に重畳している
　請求項２１記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項２３】
　前記第１画素に対応する前記第１領域、前記第２領域、及び前記第３領域の各領域に形
成されたカラーフィルター層は、前記第２画素と交差する方向に隣接する第３画素側に延
設されている
　請求項２０～２２のいずれか１項に記載のＥＬ表示パネルの製造方法。
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EL显示面板10，其包括彼此面对的EL基板11和CF 12以及填充在EL基板
11和CF 12之间的树脂1221。公共堤岸112的宽度大于第一，第二和第三
区域之间的堤岸的宽度。 CF 12的每个部分中的“像素”位于对应于第一像
素和相邻的第二像素的两个部分之间。 相对于第一像素的覆盖最靠近第
二像素的堤的顶表面的区域中的最外区域形成的CF层113的一部分朝向
第二像素延伸，并且与相对于第二像素形成的CF层的一部分重叠。 第二
像素的区域中的，与第一像素相邻的区域，该区域覆盖最靠近第一像素
的堤的顶表面。
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